
市の花／つつじ 

【書の心●～この道よりわれを生かす道なしこの道を歩く（武者小路実篤）～】 

���
���������	


　贈ることばによく引用される詩です。私も
陰に陽にこの詩を用い、時には勇気付けられ、
時には自覚をうながされたものです。 
　書作に当たっては読めることを条件に工夫
を重ねました。５行からなる構成ですが前３

行と後２行を段違いにした理由もそこにあり
ます。 
　読めてわかり易くさらに親しみがもてる書
ともなると、なかなか奥が深くむずかしい書
の分野です。 

　　　　　　　　　　　　　　　　高木大宇 
たか　ぎ　だい　う 

む し ゃ の こ う じ さ ね あ つ  



岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

▲５月１０日、岩倉の水辺を守る

会の皆さんが、身近な自然を守り、

生き物を育てることで命の大切

さを知ってもらおうと、市内の

小学校に五条川で採取したコイ

の卵を贈りました（写真は岩倉

南小学校）。 

広報いわくら　2006年6月1日号　No.845

男女共同参画をめざして 
固定観念 

骨の健康 

架空請求にご注意ください 

裏表紙 山内一豊・千代紀行 
松倉城（各務原市川島町） 

市政の窓 ３ 
防災ほっとメールを開始します 

花のあるまちづくりコンテスト審査結果 

「新成人のつどい」企画・運営ボラン 

ティアを募集します 

市民スペース　市民ギャラリー情報 

市制３５周年記念議場コンサートを開催します 

第２９回民族音楽レクチャーコンサート 

思い出のシャンソン 

平成１８年度の区長の皆さんをお知らせします 

防犯対策助成金交付制度をご利用ください 

いわくらフリーマーケット開催 

６月は環境月間です 

こどもの救命講習会 

「親子ごみ探検教室」にご参加ください 

平成１７年度のごみと資源の収集量を 

お知らせします 

金婚祝賀会申込受付 

学習等共同利用施設・地域集会所の 

利用料金をお知らせします 

障害者福祉制度をお知らせします 

「認知症ケア」について 

こんにちは！　岩倉市地域包括支援 

センターです 

水道週間 

指名競争入札結果 

…３ 

…３ 

 

…４ 

…４ 

…４ 

 

…４ 

…５ 

…５ 

…５ 

…６ 

…６ 

…７ 

 

…７ 

…８ 

 

…８ 

…９ 

…１０ 

 

…１０ 

…１１ 

…１１ 

１２ 知っておきたい健康講座 

１３ 消費者トラブルに巻き込まれないために 

１３ 

市民の広場・いわくらネットワーク ２０ 

学校通信 
南部中学校 

２２ 

フォトニュース 
市民茶会・ 

２３ 

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

暮らしのガイド １４ 

催し 

手続き 

募集 

健康 

相談・その他 

１４ 

１５ 

１５ 

１６ 

１７ 
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●
市
政
の
窓
●
 

                  　
市
で
は
、
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

の
一
環
と
し
て
、昨
年
度
に
引
き
続
き「
花

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
 

　
多
彩
な
ア
イ
デ
ア
や
工
夫
に
あ
ふ
れ
た

素
晴
ら
し
い
作
品
２２
点
が
応
募
さ
れ
、
写

真
に
よ
る
第
１
次
選
考
と
現
地
調
査
に
よ

っ
て
、
入
選
１４
点
（
う
ち
最
優
秀
賞
１
点
、

優
秀
賞
２
点
）
、
佳
作
５
点
、
参
加
賞
３

点
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
 

受
賞
者
（
敬
称
略
）
 

●
最
優
秀
賞
　
井
上
す
み
子
（
八
剱
町
）
 

●
優
秀
賞
　
小
嶋
幸
子
（
中
本
町
）、
江
川

美
津
恵
（
曽
野
町
）
 

●
入
選
　
丹
羽
政
子
（
八
剱
町
）、
丹
羽
淳

子
（
神
野
町
）、
東
海
徳
子
（
本
町
）、
関

戸
こ
と
み
（
宮
前
町
）、
槌
谷
波
津
代
（
西

市
町
）、
井
上
隆
義
（
旭
町
）、
高
橋
恵
子

（
下
本
町
）、
村
瀬
智
子
（
大
市
場
町
）、

水
田
黎
子
（
東
新
町
）、
近
藤
和
代
（
曽
野

町
）、
伊
藤
喜
代
子
（
稲
荷
町
）
 

　
ま
た
、
入
選
作
品
の
写
真
展
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
 

入
選
写
真
展
 

●
と
き
　
６
月
１９
日
（月）
〜
２５
日
（日）
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
９
時
（
１９
日
は
午
前
１０
時

か
ら
、
２５
日
は
午
後
５
時
ま
で
）
 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

●
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
４
）
ま
で
。
 

携
帯
電
話
へ
の
情
報
発
信
 

防
災
ほ
っ
と
メ
ー
ル
を
 

開
始
し
ま
す
 

花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
 

コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果
 

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

　
こ
の
数
年
で
急
速
に
普
及
し
た
携
帯
電

話
は
、
身
近
で
有
効
な
情
報
伝
達
手
段
と

な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
６
月
１
日

か
ら
「
防
災
ほ
っ
と
メ
ー
ル
」
を
開
始
し

ま
す
。
 

★
災
害
時
緊
急
メ
ー
ル
 

　
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録

し
て
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
東
海

地
震
の
注
意
情
報
な
ど
を
メ
ー
ル
で
配
信

し
ま
す
。
 

　
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録

さ
れ
る
人
は
、
携
帯
電
話
か
ら
 

http://w
w
w
.anshin-bousai.net/iw

akura/

 

に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
て

い
た
だ
か
な
く
て
も
、
先
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ア
ド
レ
ス
で
は
、
携
帯
電
話
を
使
用
し

て
次
の
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

★
安
否
情
報
 

　
災
害
時
に
自
分
の
状
況
を
登
録
す
る

こ
と
に
よ
り
、
安
否
情
報
を
家
族
や
親

戚
等
が
確
認
で
き
ま
す
。
 

★
災
害
時
緊
急
情
報
 

　
各
種
警
報
発
令
時
な
ど
災
害
対
策
状

況
を
確
認
で
き
ま
す
。
 

★
避
難
場
所
検
索
 

　
避
難
場
所
の
開
設
状
況
や
避
難
施
設

の
所
在
、
連
絡
先
、
地
図
を
確
認
で
き

ま
す
。
 

★
休
日
・
夜
間
診
療
所
情
報
 

　
休
日
・
夜
間
に
治
療
可
能
な
医
療
機

関
の
情
報
を
確
認
で
き
ま
す
。
 

　
電
話
番
号
に
は
、
リ
ン
ク
が
貼
ら
れ
、

ワ
ン
プ
ッ
シ
ュ
で
か
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

●
問
合
先
　
消
防
本
部
総
務
課
予
防
防
災

係
（
☎
３
７
―
５
３
３
３
内
線
２
２
１
）

ま
で
。
 



●
市
政
の
窓
●
 

  
市
で
は
、
平
成
１９
年
１
月
７
日
（日）
に

「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
開
催
に
あ
た
り
新
成
人
を
迎
え
る
人
で
、

新
成
人
の
つ
ど
い
の
企
画
・
運
営
な
ど
を

し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。
 

　
新
し
い
門
出
と
な
る
「
新
成
人
の
つ
ど

い
」
を
自
ら
の
手
で
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
　
き
っ
と
す
ば
ら
し
い
思
い
出
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

　
や
る
気
の
あ
る
人
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
 

●
申
込
期
限
　
６
月
３０
日
（金）
 

「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
開
催
案
内
 

●
と
き
　
平
成
１９
年
１
月
７
日
（日） 
午
前
１１

時
開
式
（
午
前
１０
時
３０
分
開
場
）
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

●
対
象
者
　
昭
和
６１
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
６２
年
４
月
１
日
ま
で
に
出
生
さ
れ

た
人
 

※
新
成
人
の
つ
ど
い
は
、
岩
倉
市
に
住
民

票
が
な
い
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
 

企
画
・
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
 

募
集
し
ま
す
 

第
２９
回
 

民
族
音
楽
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
 

思
い
出
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
 

市
制
３５
周
年
記
念
 

議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
 

開
催
し
ま
す
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セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
が
市
制
３５

周
年
を
記
念
し
て
、
無
償
で
議
場
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
こ
の
日
は
、
市
議
会
６
月
定
例
会
の
開

会
日
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
議

会
傍
聴
も
で
き
ま
す
。
 

●
と
き
　
６
月
８
日
（木）
午
前
９
時
４０
分
〜

５５
分
 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
８
階
議
場
 

●
演
奏
　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
 

高
橋
律
也
・
神
野
玲
子
（
バ
イ
オ
リ
ン
）、

為
貝
香
織
（
ビ
オ
ラ
）、
越
野
智
子
（
チ

ェ
ロ
）、
榊
原
利
修
（
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）
 

●
曲
目
　
カ
ノ
ン
／
パ
ッ
ヘ
ル
ベ
ル
 

美
し
く
青
き
ド
ナ
ウ
／
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
　

ほ
か
 

●
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
）
 

※
希
望
者
は
、
当
日
午
前
９
時
３０
分
ま
で

に
市
役
所
８
階
の
議
会
事
務
局
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
、
議
会
事
務
局

庶
務
係
（
☎
３
８
―
５
８
２
０
）
ま
で
。
 

市民スペース 
市民ギャラリー情報 

【伊勢型紙の作品発表】 
●と　き　６ 月 １２ 日（月）～ １８ 日（日） 
●問合先　近藤（☎３７－３１７６）まで。 
【憩の家　趣味クラブ発表会】 
●と　き　６ 月 ３０ 日（金）～ ７ 月 ８ 日（土） 
●問合先　生きがい課（☎３８－５８１１）まで。 

【岩倉絵画協会展】 
●と　き　６ 月 ５ 日（月）～ １０ 日（土） 
●問合先　大野（☎３７－００５７）まで。 

た
か
は
し
り
つ
や
 

た
め
が
い
か
お
り
 

こ
し
の

と
も
こ
 

じ
ん
の
れ
い
こ
 

さ
か
き
ば
ら
と
し
の
ぶ
 

      　
シ
ャ
ン
ソ
ン
と
は
フ
ラ
ン
ス
語
で「
歌
」

と
い
う
意
味
で
す
。 

　
日
本
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
歌
は
シ
ャ
ン
ソ

ン
と
フ
レ
ン
チ
・
ポ
ッ
プ
ス
に
分
け
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
は
「
一
編

の
短
い
ド
ラ
マ
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
人
生
の
悲
し
み
や
喜
び
な
ど
を
折
り

込
ん
だ
歌
詞
が
特
徴
で
す
。
 

●
と
き
　
６
月
１７
日
（土）
午
後
２
時
〜
（
午

後
１
時
３０
分
開
場
）
 

●
と
こ
ろ
　
公
民
館
講
堂
 

※
駐
車
場
が
少
な
い
の
で
、
車
で
の
ご
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

●
出
演
者
　
児
玉
た
ま
み
（
ボ
ー
カ
ル
）、

宗
川
諭
理
夫
（
バ
イ
オ
リ
ン
）、
吉
田
雅
博

（
ピ
ア
ノ
）
 

●
主
な
曲
　
パ
リ
祭
、
バ
ラ
色
の
人
生

ほ
か
 

●
入
場
料
　
３
０
０
円
 

※
直
接
会
場
で
徴
収
し
ま
す
。
 

●
定
員
　
２
０
０
人
 

※
た
だ
し
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
入
場

を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

そ
う
か
わ
　ゆ

り

お
 

こ

だ
ま
 

よ
し
だ
　
ま
さ
ひ
ろ
 



●
市
政
の
窓
●
 

      　
市
内
で
は
、
今
年
１
月
か
ら
３
月
末
現

在
３４
件
の
空
き
巣
な
ど
の
侵
入
窃
盗
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
昨
年
４
月
か
ら
始
ま
っ

た
防
犯
対
策
助
成
金
制
度
は
、
１
年
間
で

３
１
３
世
帯
の
人
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
犯
罪
抑
止
の
た
め
に
も
う
一
度
わ
が
家

の
防
犯
対
策
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。 

●
対
象
者
　
岩
倉
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
、

外
国
人
登
録
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る
世

帯
主
（
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
） 

●
対
象
と
な
る
も
の
 

①
玄
関
、
勝
手
口
等
の
出
入
口
の
鍵
を
交

換
ま
た
は
、
補
助
錠
、
サ
ム
タ
ー
ン
カ
バ

ー
、
ガ
ー
ド
プ
レ
ー
ト
等
の
取
り
付
け
。 

②
サ
ッ
シ
等
を
防
犯
ガ
ラ
ス
に
交
換
ま
た

は
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
、
補
助
錠
、
格
子
等

の
取
り
付
け
。 

③
共
同
住
宅
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
た
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
共
有
部
分
に
防
犯
カ

メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り

付
け
。 

④
住
居
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り
付
け
。 

⑤
駐
車
場
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー

ラ
イ
ト
ま
た
は
、
照
明
灯
の
取
り
付
け
。 

⑥
自
家
用
車
両
（
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・

自
転
車
）
に
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
カ
バ
ー
ま

た
は
、
盗
難
防
止
装
置
の
取
り
付
け
。 

⑦
住
居
敷
地
内
に
玉
砂
利
等
を
敷
設
。 

●
助
成
額
　
経
費
の
２
分
の
１
（
１
０
０

円
未
満
は
切
り
捨
て
）
で
限
度
額
５
千
円
 

※
平
成
１７
年
３
月
３１
日
以
前
の
防
犯
対
策

は
対
象
外
で
す
。 

●
申
請
方
法
　
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
郵
便
局
は
除
く
）
と
印
鑑
、
品
物
等
が

わ
か
る
領
収
書
を
添
え
て
ご
持
参
の
う
え
、

行
政
課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
行
政
課
生
活
安
全
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
４
）
ま
で
。 

防
犯
対
策
助
成
金
交
付
制
度
を
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
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いわくらフリーマーケット開催 
　毎回好評の「いわくらフリーマーケット」を市役所の駐
車場で開催します。 
　掘り出し物がきっと見つかりますよ。 
　また、フリーマーケット開催に併せて「野菜の広場」が
新鮮採れたての野菜を販売するほか、地元商店も参加す
る予定です。 
●と　き　６月１８日（日）午前９時～正午 
※雨天の場合は６月２５日（日）に延期 
●ところ　市役所駐車場 
※フリーマーケット開催中は、駐車場はご利用できません。
ご来場は徒歩または自転車でお願いします。 
●問合先　商工農政課商工観光係（☎３８－５８１２）まで。 

区　名 区長名 住　　　所 電話番号 区　名 区長名 住　　　所 電話番号 

平成１８年度の区長の皆さんをお知らせします 
（平成１８年４月１日現在） 

大 市 場 町  

下 本 町  

中 本 町  

東 町  

中 野 町  

本町（上市場） 

本町（北　口） 

本町（門　前） 

西 市 町  

新 柳 町  

新柳町１区  

鈴 井 町  

泉 町  

八 剱 町  

井 上 町  

神 野 町  

石 仏 町  

北 島 町  

野 寄 町  

大 地 町  

中 央 町  

川 井 町  

大 山 寺 町  

稲 荷 町  

曽 野 町  

五 条 町  

南 新 町  

東新町１区  

東新町２区  

東新町３区  

東新町４区  

東新町５区  

６６－１７８０ 

６６－１１２８ 

３７－１０７８ 

３７－３８７５ 

６６－８５０９ 

３７－４８４７ 

３８－１４９６ 

６６－４５１３ 

３７－０３０３ 

６６－０１０８ 

３８－１０８６ 

３７－１８６８ 

６６－２７３９ 

３７－４８６８ 

３７－０３５５ 

６６－００９６ 

３７－３０２６ 

３７－５９４５ 

３７－４７６４ 

６６－３３００ 

６６－５６２７ 

３７－４５３４ 

３７－６２１４ 

３７－５６８７ 

３７－２２３７ 

 

３７－６６９８ 

３７－７１３０ 

３７－６６３３ 

３７－７３９４ 

６６－７８２２ 

３７－７３６９ 

●問合先　行政課行政係（☎３８－５８０４）まで。 

石仏町６４３ 

北島町１８９１ 

野寄町９８３ 

大地町１１７３ 

中央町二丁目３９ 

川井町１３７９ 

大山寺本町１０－１ 

昭和町三丁目３１ 

曽野町下街道７９４ 

 

南新町三反田９８４－６２ 

東新町岩倉団地５０－１０１ 

東新町岩倉団地６２－３０４ 

東新町岩倉団地４０－２０３ 

東新町岩倉団地３８－３０３ 

東新町岩倉団地５４－１０３ 

五条町大下１５６０－１ 
曽野団地１－１０３ 

大市場町郷廻１０７ 

下本町下市場５９－３ 

中本町中北裏１４ 

東町白山２５－９０ 

中野町中野１３５－５ 

本町上郷前８ 

本町北廻間２２－２ 

本町上郷前２７－２ 

西市町西市１４ 

新柳町三丁目５４ 

 

鈴井町法成寺３０－３ 

泉町板屋１－３１ 

八剱町３４ 

井上町井出北４４３－１ 

神野町又市２６５－１ 

新柳町一丁目３５－３ 
コープ野村岩倉壱番館９０１ 

０９０－ 
４８５９－５２０８ 

丹羽喜代之 

伊藤高幸 

鈴木淑之 

　　恒男 

鈴木勝利 

樋口雅三 

石黒晴夫 

　橋　正 

関戸昭光 

大野勲臣 

刈谷　敏 

清水泰行 

　瀬繁雄 

小島　巖 

伊藤勝啓 

滝　政春 

宮田元昶 

木村幸雄 

三浦國夫 

西尾富雄 

鈴木昌彦 

平松忠夫 

森山　勝 

伊藤　夫 

河村金明 

島袋繁雄 

上山　修 

野村信子 

村山英一 

樫内久枝 

児玉壽� 

市原治郎 
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６
月
５
日
は

環
境
の
日
で
す
。

こ
れ
は
、
１
９

７
２
年
６
月
５

日
か
ら
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
で
開

催
さ
れ
た
「
国

連
人
間
環
境
会

議
」
を
記
念
し

て
定
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。
国
連
で
は
、
日
本
の
提
案
を

受
け
て
６
月
５
日
を「
世
界
環
境
デ
ー
」
と

定
め
、
日
本
で
も
こ
の
日
を
「
環
境
基
本

法
」（
平
成
５
年
）で
「
環
境
の
日
」
と
定
め

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
日
本
で
は
平
成
３
年
度
か
ら
６

月
の
１
か
月
を
「
環
境
月
間
」
と
し
て
い

ま
す
。 

　
岩
倉
市
で
は
毎
年
、
五
条
川
と
五
条
川

に
流
れ
込
む
用
水
の
水
質
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

　
平
成
１７
年
度
の
調
査
結
果
は
、
下
表
の

と
お
り
で
す
。 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
啓
発
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
８
）
ま
で
。 

      　
こ
ど
も
に
、

小
さ
な
事
故
や

け
が
は
つ
き
も

の
で
す
。
事
故

や
け
が
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が

も
っ
と
も
大
切

で
す
が
、
も
し

起
こ
っ
て
し
ま

っ
た
ら
…
。 

　
そ
こ
で
、
こ
ど
も
の
起
こ
し
や
す
い
事

故
や
け
が
と
、
そ
の
対
処
方
法
に
つ
い
て

一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
 

●
と
き
　
６
月
２１
日
（水）
午
前
１０
時
〜
１１

時
３０
分
 

●
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室
 

●
内
容
　
講
演
「
こ
ど
も
を
事
故
か
ら
守

ろ
う
」・
実
技
「
こ
ど
も
の
救
急
救
命
法
」 

●
講
師
　
市
消
防
職
員
（
救
急
救
命
士
） 

●
対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
親
 

●
定
員
　
３０
組
 

●
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
、
直
接
保
健

セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７
―

３
５
１
１
）
ま
で
。 

・ＰＨは、５．８～８．６が適性数値。1（酸性）⇔７（中性）⇔１４（アルカリ性） 
・ＢＯＤは、水がどの程度汚れているかを示す基準。水中の有機物質等が微生物によって分解される際に消費される酸素の量を表したもの。 
・ＣＯＤは、水中の有機物質等を酸化剤で酸化し、このため消費された酸素の量を表したもの。  
・ＳＳは、水中に浮遊している不溶解性物質の量。 
・ＤＯは、水中に溶けている酸素の量。Ｔ－Ｐは全リン、Ｔ－Ｎは全窒素、Ｃｄはカドミウムを表しています。 
・透視度は、数値が高いほど水が澄んでいることを表します。 

（注） 

平成１７年度　公共用水水域水質調査結果 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

6月 

12月 

3.4 

3.2 

4.1 

8.3 

3.2 

5.5 

3.2 

3.1 

3.9 

9.9 

4.7 

24 

5.0 

5.4 

4.0 

14 

4.2 

6.8

3.6 

5.5 

4.5 

7.6 

5.4 

6.0 

5.3 

5.0 

5.9 

7.8 

6.1 

18 

5.2 

4.3 

4.9 

14 

6.8 

8.9

5 

1 

8 

2 

11 

3 

10 

2 

16 

1 

3 

19 

17 

4 

10 

6 

19 

4

8.4 

8.2 

7.9 

9.1 

9.0 

8.8 

8.7 

7.9 

8.6 

9.0 

3.6 

4.1 

7.0 

12.0 

7.9 

7.2 

8.7 

9.0

0.14 

0.27 

0.20 

0.36 

0.31 

0.39 

0.24 

0.24 

0.27 

0.27 

0.32 

0.79 

0.38 

0.40 

0.27 

1.2 

0.31 

0.26

1.4 

7.5 

1.8 

8.0 

2.2 

6.7 

2.0 

2.8 

1.6 

3.5 

2.8 

8.6 

2.6 

1.5 

2.8 

12 

2.2 

4.3

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

0.005未満 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

25度 

19度 

30度以上 

30度以上 

30度以上 

22度 

30度以上 

7.1 

7.2 

7.1 

7.1 

7.2 

7.1 

8.2 

7.2 

7.2 

7.2 

6.9 

7.2 

7.3 

7.5 

7.1 

7.4 

7.1 

7.3

河川等名 

五条川 

矢戸川 

新堀用水 

江川用水 

野寄川 

一之杁用水 

地点名 時期 PH 
（水温） 

透視度 BOD 
（mg/l） 

COD 
（mg/l） 

SS 
（mg/l） 

DO 
（mg/l） 

T-P 
（mg/l） 

T-N 
（mg/l） 

Cd 
（mg/l） 

井上橋 

豊国橋 

待合橋 

長野橋 

大市場橋 

大山寺住宅 

川井町地内 

石塚硝子南 

クリーン 
センター入口 

６
月
は
環
境
月
間
で
す
 

こ
ど
も
の
救
命
講
習
会
 

〜
こ
ど
も
を
事
故
か
ら
守
ろ
う
〜
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      ご
み
と
資
源
の
ゆ
く
え
を
探
検
！
 

　
私
た
ち
が
出
し
た
ご
み
は
ど
こ
へ
ゆ
く

の
？
　
分
別
収
集
の
と
き
、
私
た
ち
が
色

別
に
分
け
た
び
ん
は
ど
こ
に
運
ば
れ
ど
の

よ
う
に
再
生
さ
れ
る
の
？
　
 

　
ご
み
と
資
源
の
ゆ
く
え
を
親
子
で
探
り
、

ご
み
処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
工
程
を
目
で

見
て
学
べ
る
楽
し
い
一
日
、「
親
子
ご
み

探
検
教
室
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。 

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
 

　
当
日
は
、
バ
ス
の
中
で
岩
倉
市
の
ご
み

や
資
源
物
の
現
状
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
や

ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
学
ん
だ
り
、
リ
サ
イ

ク
ル
工
場
や
ご
み
処
理
施
設
を
見
学
し
た

り
し
ま
す
（
写
真
撮
影
可
で
す
）。 

　
自
分
で
調
べ
た
こ
と
、
気
が
付
い
た
こ

と
、
配
布
資
料
を
ま
と
め
れ
ば
、
今
年
の

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
ピ
ッ
タ
リ
で
は
？
 

●
と
き
　
７
月
２７
日
（木）
午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
４
時
 

●
見
学
施
設
　
午
前
中
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
資
源
と
ガ
ラ
ス
び
ん
の
リ
サ

イ
ク
ル
工
場
を
探
検
し
ま
す
…
㈱
ア
イ
ホ

ク
　
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
ト
（
北
名
古
屋

市
）、
大
原
硝
子
店
（
北
島
町
）、
石
塚
硝

子
㈱
（
川
井
町
）。 

　
午
後
か
ら
は
ご
み
処
理
工
場
と
ご
み
の

埋
め
立
て
場
所
を
探
検
し
ま
す
…
小
牧
岩

倉
衛
生
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
と
同
処
分
場

（
小
牧
市
）。 

●
対
象
者
　
市
内
の
小
学
校
４
〜
６
年
生

と
そ
の
親
、
親
子
２
人
１
組
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

●
定
員
　
１５
組
（
計
３０
人
） 

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。 

●
そ
の
他
　
市
の
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
昼
食
・
飲
み
物
等
は
各
自
で
ご

用
意
く
だ
さ
い
。
集
合
場
所
や
行
程
等
詳

細
は
参
加
者
決
定
後
に
ご
連
絡
し
ま
す
。 

●
申
込
方
法
　
は
が
き
に
住
所
・
親
子

の
名
前
・
学
校
名
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
電
話
で

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）。 

●
申
込
締
切
日
　
６
月
２１
日
（水）
（
当
日
消

印
有
効
） 

●
申
込
・
問
合
先
　
〒
４
８
２
―
８
６
８

６
（
住
所
不
要
）
岩
倉
市
役
所
環
境
保
全

課
生
活
環
境
係
（
☎
３
８
―
５
８
０
８
）

ま
で
。 

      　
市
で
は
平
成
１７
年
１０
月
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
資
源
の
回
収
開
始
を
主
な

柱
と
す
る
ご
み
と
資
源
の
出
し
方
の
変
更

を
行
い
ま
し
た
が
、
平
成
１７
年
度
の
ご
み

と
資
源
の
収
集
量
は
下
表
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。 

　
ま
ず
、
ご
み
は
、
燃
や
し
て
も
い
い
ご

み
、
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
と
も
に

収
集
量
は
減
少
し
、
全
体
で
前
年
度
比
７

３
６
㌧
（
市
民
一
人
当
た
り
に
す
る
と
１６

・
０３
㌔
㌘
）
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。 

　
次
に
、
資
源
回
収
量
は
、
全
体
で
５
６

０
・
４３
㌧
（
市
民
一
人
当
た
り
１１
・
３２
㌔

㌘
）
増
加
し
ま
し
た
。 

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
資
源
化

量
は
、
１０
月
か
ら
３
月
ま
で
の
６
か
月
間

で
３
６
０
・
３９
㌧
（
市
民
一
人
当
た
り
７
・

４４
㌔
㌘
）
と
な
り
ま
し
た
。 

　
古
紙
・
古
着
類
は
、
前
年
度
比
１
８
７
・

７７
ト
ン
（
市
民
一
人
当
た
り
３
・
６６
㌔

㌘
）
の
増
加
と
な
り
、
古
紙
・
古
着
類
　

以
外
の
資
源
は
、
前
年
度
比
１２
・
２７
㌧

（
市
民
一
人
当
た
り
０
・
２１
㌔
㌘
）
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。 

　
今
後
も
ご
み
と
資
源
の
分
別
を
進
め
る

こ
と
に
よ
り
ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク

ル
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活
環
境
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
８
）
ま
た
は
、
清
掃

事
務
所
（
☎
６
６
―
５
９
１
２
）
ま
で
。 

ごみ収集量と資源回収量の推移 

※１　燃やしてはいけないごみには、分別収集で出された小型ごみと埋立ごみ等を含みます。 
※２　プラスチック製容器包装資源は平成１７年１０月から平成１８年３月までの６か月間の回収量 

平成１７年度（ｔ） 

市民一人当たり（㎏） 

平成１６年度（ｔ） 

市民一人当たり（㎏） 

増  減（ｔ） 

市民一人当たり（㎏） 

年　度 
（市民一人当たり） 

年度末 

人口 
燃やしても 
いいごみ ごみ計 古紙・古着類 資源計 

燃やしては 
いけないごみ 

※1

プラスチック 
製容器包装 
資源化量※２ 

古紙・古着類 
以外の資源 

ご　み　収　集　量 資　源　回　収　量 

４８,４０９人 

 

４８,２２８人 

 

１８１人 

８,４２１.８８ 

１７３.９７ 

８,６７２.２７ 

１７９.８２ 

－２５０.３９ 

－５.８４ 

１,５３７.４０ 

３１.７６ 

２,０２３.０１ 

４１.９５ 

－４８５.６１ 

－１０.１９ 

９,９５９.２８ 

２０５.７３ 

１０,６９５.２８ 

２２１.７６ 

－７３６.００ 

－１６.０３ 

３６０.３９ 

７.４４ 

－ 

－ 

３６０.３９ 

７.４４ 

２,９７２.７２ 

６１.４１ 

２,７８４.９５ 

５７.７５ 

１８７.７７ 

３.６６ 

５８１.０１ 

１２.００ 

５６８.７４ 

１１.７９ 

１２.２７ 

０.２１ 

３,９１４.１２ 

８０.８６ 

３,３５３.６９ 

６９.５４ 

５６０.４３ 

１１.３２ 

平
成
１７
年
度
の
ご
み
と
資
源
の
 

収
集
量
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

夏
休
み
の
１
日
 

「
親
子
ご
み
探
検
教
室
」
に
 

ご
参
加
く
だ
さ
い
 



●
市
政
の
窓
●
 

結
婚
５０
周
年
の
ご
夫
婦
を
お
祝
い
し
ま
す
 

金
婚
祝
賀
会
申
込
受
付
 

学
習
等
共
同
利
用
施
設
・
 

地
域
集
会
所
の
利
用
料
金
を
 

お
知
ら
せ
し
ま
す
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市
で
は
、
結
婚
５０
周
年
を
迎
え
ら
れ
る

ご
夫
婦
を
招
待
し
て
、
金
婚
祝
賀
会
を
開

き
ま
す
。 

　
ご
夫
婦
の
記
念
に
、
ぜ
ひ
、
ご
出
席
く

だ
さ
い
。 

●
と
き
　
１１
月
２３
日
（木）
午
前
１０
時
〜
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

●
内
容
　
式
典
（
祝
い
の
品
の
贈
呈
な
ど
）、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 

●
対
象
　
今
年
１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１

日
ま
で
の
間
に
、
結
婚
５０
年
目
を
迎
え

ら
れ
る
ご
夫
婦
（
昭
和
３２
年
１
月
１
日

か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
に
婚
姻
の
届
出
を

し
て
い
る
人
）
ま
た
は
、
す
で
に
結
婚

５０
年
を
迎
え
て
い
る
が
、
都
合
で
今
ま

で
に
申
し
出
て
い
な
い
ご
夫
婦
。 

　
た
だ
し
、
１
月
１
日
現
在
引
き
続
き
１

年
以
上
市
内
に
お
住
ま
い
の
こ
と
。 

●
申
込
方
法
　
生
き
が
い
課
に
あ
る
「
金

婚
祝
申
請
書
」
に
、
ご
夫
婦
の
戸
籍
謄
本

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資
格
を

確
認
し
た
う
え
で
、
金
婚
祝
賀
会
案
内
状

を
お
送
り
し
ま
す
）。 

●
受
付
期
間
　
６
月
１
日
（木）
〜
７
月
１４
日

（金）
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
） 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
き
が
い
課
ふ
れ
あ

い
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
１
）
ま
で
。 

      　
市
内
に
あ
る
学
習
等
共
同
利
用
施
設
や

地
域
集
会
所
を
４
月
１
日
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
に
よ
り
所
在
地
の
区
長
を
指
定
管

理
者
と
し
て
管
理
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。 

　
こ
の
施
設
や
集
会
所
は
、
区
民
で
な
く

て
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
利
用
の
申
し
込
み
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
管
理
者
（
区
長
）
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。 

　
利
用
料
金
、
ご
利
用
い
た
だ
け
る
施
設

等
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。 

●
問
合
先
　
学
習
等
共
同
利
用
施
設
は
、

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
☎
３
８
―
５

８
１
９
）、地
域
集
会
所
は
、
下
水
道
課
計

画
管
理
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
５
）
ま
で
。 

利 用 料 金 表  

８:００～１２:３０ 

５００ 

５００ 

１,０００ 

５００ 

５００ 

８００ 

８００ 

１,６００ 

１,０００ 

１,０００ 

１,５００ 

１,５００ 

１,５００ 

３,５００ 

８００ 

８００ 

８:００～１２:００ 

２,２００ 

１,６００ 

１,６００ 

４,０００ 

９:００～１３:００ 

２,０００ 

１,５００ 

１,５００ 

５,０００ 

１２:３０～１７:００ 

５００ 

５００ 

１,０００ 

５００ 

５００ 

８００ 

８００ 

１,６００ 

１,０００ 

１,０００ 

１,５００ 

１,５００ 

１,５００ 

３,５００ 

８００ 

８００ 

１２:００～１７:００ 

２,２００ 

１,６００ 

１,６００ 

４,０００ 

１３:００～１７:００ 

２,０００ 

１,５００ 

１,５００ 

５,０００ 

１７:００～２２:００ 

５００ 

５００ 

１,０００ 

６００ 

６００ 

１,０００ 

１,０００ 

２,０００ 

１,２００ 

１,２００ 

１,５００ 

１,５００ 

１,５００ 

３,５００ 

８００ 

８００ 

１７:００～２２:００ 

２,２００ 

１,６００ 

１,６００ 

４,０００ 

１７:００～２１:００ 

２,０００ 

１,５００ 

１,５００ 

５,０００ 

岩倉市学習等共同利用施設 岩倉市地域集会所 
部 屋 名  

学 習 室  

和 　 室  

集 会 室  

休養保育室  

学習集会室  

保 育 室  

休 養 室  

学習集会室  

休養保育室  

学習集会室  

学 習 室  

休 養 室  

保 育 室  

集 会 室  

学習集会室  

休養保育室  

部 屋 名  

学 習 室  

休 養 室  

保 育 室  

集 会 室  

部 屋 名  

学 習 室  

休 養 室  

保 育 室  

集 会 室  

８:００～１２:３０ 

２,２５０ 

２,２５０ 

２,２５０ 

３,７５０ 

１,５００ 

１,５００ 

３,０００ 

１,０００ 

１,０００ 

１,０００ 

８:００～２２:００ 
（１時間当たり） 

２２０ 

２５０ 

２５０ 

４５０ 

１２:３０～１７:００ 

２,２５０ 

２,２５０ 

２,２５０ 

３,７５０ 

１,５００ 

１,５００ 

３,０００ 

１,０００ 

１,０００ 

１,０００ 

１７:００～２２:００ 

２,５５０ 

２,５５０ 

２,５５０ 

４,５００ 

１,８００ 

１,８００ 

３,７５０ 

１,２００ 

１,２００ 

１,２００ 

部 屋 名  

第一会議室  

和 室  

第二会議室  

大 広 間  

会 議 室  

和 室  

集 会 室  

研 修 室  

ホ ー ル  

会 議 室  

部 屋 名
 

 
談 話 室  

会 議 室  

和 室  

ホ ー ル 

※冷暖房費・時間延長等については利用申し込み時に各管理者（区長）に 
　お尋ねください。 

（単位：円） （単位：円） 

会館名 公会堂名 

八剱 
大市場町 

曽野町 

北島町 
多目的センター 

川井町文化会館 

東新町 

神野 

泉 

中野 

石仏 

井上 

東町 

大上市場 



●
市
政
の
窓
●
 

障
害
者
福
祉
制
度
を
 

お
知
ら
せ
し
ま
す
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市
で
は
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
の
日

常
生
活
を
支
援
し
、
そ
の
人
を
介
護
す
る

ご
家
族
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
福
祉
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

岩
倉
市
心
身
障
害
者
扶
助
料
 

●
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
で
身
体
障
害

者
手
帳
か
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
人
（
施
設
に
入
所

さ
れ
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
） 

●
手
当
額
 

★
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手

帳
Ａ
判
定
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
級
…
月
額
３
千
円
 

★
身
体
障
害
者
手
帳
３
・
４
級
、
療
育
手

帳
Ｂ
判
定
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
２
級
…
月
額
２
千
５
０
０
円
 

★
身
体
障
害
者
手
帳
５
・
６
級
、
療
育
手

帳
Ｃ
判
定
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
３
級
…
月
額
１
千
５
０
０
円
 

介
護
者
手
当
 

●
対
象
　
心
身
の
障
害
の
た
め
、
ね
た
き

り
か
、
こ
れ
に
準
ず
る
状
態
、
ま
た
は
、

認
知
症
の
状
態
が
３
か
月
以
上
継
続
し
て

い
る
２０
歳
以
上
の
人
を
常
時
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
人
（
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る

人
は
除
き
ま
す
） 

●
手
当
額
　
月
額
５
千
円
 

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉

手
当
、
経
過
的
福
祉
手
当
 

●
対
象
　
精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
い
重

度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人
（
施

設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
人
、
長
期
入
院
さ

れ
て
い
る
人
等
は
除
き
ま
す
） 

●
手
当
額
 

★
特
別
障
害
者
手
当
…
月
額
２
万
６
千
４

４
０
円
 

★
障
害
児
福
祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当

…
月
額
１
万
４
千
３
８
０
円
 

※
特
に
重
度
の
人
に
は
県
の
加
算
支
給
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。 

愛
知
県
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
 

●
対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま

た
は
療
育
手
帳
Ａ
判
定
を
お
持
ち
の
人
、

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
を
お
持
ち
で
Ｉ
Ｑ

が
５０
以
下
の
人
（
特
別
障
害
者
手
当
、
障

害
児
福
祉
手
当
、
経
過
的
福
祉
手
当
を
受

給
し
て
い
る
人
と
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い

る
人
は
除
き
ま
す
） 

●
手
当
額
 

★
身
体
障
害
１
・
２
級
で
Ｉ
Ｑ
３５
以
下
の

人
…
月
額
１
万
６
千
１
０
０
円
 

★
身
体
障
害
１
・
２
級
ま
た
は
Ｉ
Ｑ
３５
以

下
の
人
、
身
体
障
害
３
級
で
Ｉ
Ｑ
５０
以

下
の
人
…
月
額
７
千
円
 

身
体
障
害
者
住
宅
改
善
費
助
成
事
業
 

●
対
象
　
体
幹
・
下
肢
・
視
覚
障
害
、

１
・
２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
人
 

●
助
成
額
　
対
象
工
事
費
の
２
分
の
１

（
上
限
５０
万
円
） 

補
装
具
の
交
付
・
修
理
 

　
補
聴
器
、
車
い
す
、
義
肢
等
の
交
付
や

修
理
を
行
い
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
制
度
の
利
用
に
は
、
障
害
の

種
別
や
等
級
等
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
世
帯
の
所
得
税
額
に
応
じ
て
自
己
負

担
が
あ
り
ま
す
。 

●
対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

人
 

日
常
生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与
 

　
重
度
の
障
害
児
・
者
が
自
力
で
日
常
生

活
を
営
め
る
よ
う
特
殊
便
器
、
入
浴
補
助

用
具
、
特
殊
寝
台
な
ど
を
給
付
ま
た
は
貸

与
し
ま
す
。 

 
た
だ
し
、
障
害
の
種
別
や
等
級
等
に
制

限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
世
帯
の
所
得
税

額
に
応
じ
て
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。 

●
対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
を
お
持
ち
の
人
 

心
身
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
 

　
心
身
障
害
者
が
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る

と
き
の
基
本
料
金
と
迎
車
料
金
を
助
成
し

ま
す
。 

●
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
で
身
体
障
害

者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
い
ず

れ
か
を
お
持
ち
の
人
 

●
内
容
　
１
か
月
に
つ
き
３
枚
分
の
チ
ケ

ッ
ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。 

有
料
道
路
通
行
料
金
の
割
引
 

　
身
体
・
知
的
障
害
者
が
自
ら
自
動
車
を

運
転
す
る
場
合
、
ま
た
は
重
度
の
障
害
者

が
乗
車
し
、
そ
の
移
動
の
た
め
に
介
護
者

が
自
動
車
を
運
転
し
て
有
料
道
路
を
利
用

す
る
場
合
に
通
行
料
金
が
割
り
引
か
れ
ま

す
。 

自
動
車
改
造
費
の
補
助
 

　
重
度
の
下
肢
、
体
幹
に
障
害
の
あ
る
人

が
就
労
な
ど
を
す
る
た
め
に
自
動
車
を
取

得
す
る
場
合
、
そ
の
改
造
費
を
補
助
し
ま

す
。 

自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
の
補
助
 

　
身
体
障
害
者
が
、
指
定
自
動
車
教
習
所

を
修
了
し
、
運
転
免
許
を
取
得
し
た
場
合
、

取
得
に
要
し
た
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。 

●
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
３
８
―

５
８
０
９
）
ま
で
。 
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「
認
知
症
ケ
ア
」
に
つ
い
て
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認
知
症
と
い
う
用
語
は
、
平
成
１６
年

１２
月
に
痴
呆
か
ら
新
し
く
変
更
に
な
っ
た

も
の
で
す
。
認
知
症
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な

原
因
で
脳
の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
っ
た

り
、
働
き
が
悪
く
な
っ
た
た
め
さ
ま
ざ
ま

な
障
害
が
起
こ
っ
た
り
す
る
こ
と
を
さ
し

ま
す
。
　
 

　
認
知
症
を
引
き
起
こ
す
病
気
の
う
ち
最

も
一
般
的
な
の
は
、
脳
の
神
経
細
胞
が
ゆ
 

っ
く
り
と
死
ん
で
い
く
「
変
性
疾
患
」
と

呼
ば
れ
る
病
気
で
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、

レ
ビ
ー
小
体
病
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
脳
梗
塞
、
脳
出
血
、
脳
動
脈
硬

化
な
ど
で
神
経
細
胞
に
栄
養
や
酸
素
が
行

き
渡
ら
な
く
な
り
そ
の
部
分
の
神
経
細
胞

が
死
ん
で
い
く
「
脳
血
管
性
疾
患
」
も
認

知
症
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
す
。 

　
認
知
症
の
初
期
症
状
と
し
て
は
、
新
し

い
情
報
を
記
憶
で
き
な
か
っ
た
り
、
進
行

す
る
と
古
い
記
憶
を
喪
失
す
る
記
憶
障
害

や
、
時
間
・
場
所
・
人
間
関
係
に
関
す
る

見
当
が
混
乱
し
て
し
ま
っ
た
り
、
理
解
・

判
断
力
が
低
下
す
る
な
ど
、
周
囲
で
起
こ

っ
て
い
る
現
実
を
正
し
く
認
識
で
き
な
く
 

な
り
ま
す
。 

　
そ
こ
に
本
人
の
性
格
・
素
質
・
心
理
状

態
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡
み
合
っ
て
、

う
つ
状
態
や
幻
覚
、
妄
想
な
ど
の
精
神
的

な
症
状
が
起
こ
っ
た
り
、
大
き
な
環
境
の

変
化
や
周
囲
の
接
し
方
に
よ
っ
て
は
、
日

常
生
活
へ
の
適
応
を
困
難
に
す
る
徘
徊
、

暴
力
、
失
禁
な
ど
の
行
動
上
の
問
題
が
起

こ
っ
て
き
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
の
認
知
症
ケ
ア
は
、「
在
宅

か
施
設
」
二
つ
に
一
つ
の
選
択
を
前
提
と

し
た
発
想
で
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
在
宅
か
ら
施
設
入
所
の
契
機

の
多
く
が
、
本
人
の
希
望
よ
り
も
む
し
ろ

家
族
介
護
が
限
界
に
至
っ
た
時
点
の
家
族

の
意
向
で
決
ま
る
と
い
う
現
状
を
考
え
る

と
、
こ
れ
か
ら
の
認
知
症
ケ
ア
は
、
介
護

す
る
家
族
を
支
え
る
観
点
か
ら
「
家
族
へ

の
支
援
」
と
い
う
新
し
い
視
点
が
不
可
欠

な
要
素
と
な
り
ま
す
。 

　
介
護
保
険
制
度
で
は
、
認
知
症
高
齢
者

の
環
境
が
変
わ
ら
な
い
、
自
宅
で
の
安
心

感
あ
る
生
活
を
継
続
す
る
た
め
に
、
住
み

慣
れ
た
地
域
に
根
ざ
し
た
環
境
の
下
で
、

包
括
的
・
継
続
的
な
認
知
症
ケ
ア
体
制
を

作
る
た
め
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
サ
ー

ビ
ス
」
が
新
し
く
創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

　
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、

高
齢
者
本
人
の
自
宅
で
の
生
活
を
支
え
る

こ
と
に
軸
足
を
置
き
な
が
ら
、
心
身
の
状

態
や
家
族
の
状
況
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
内
 

容
を
調
整
し
、
そ
の
時
々
に
必
要
と
さ
れ

る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
本
人
の
要
介
護
度
が
軽
い
と

き
は
週
に
数
回
の
「
通
い
」
か
ら
始
ま
り
、

必
要
な
と
き
は
時
間
を
延
長
し
て
対
応
し

ま
す
。
ま
た
３
６
５
日
の
安
心
感
を
提
供

す
る
た
め
に
２４
時
間
体
制
で
随
時
「
訪

問
」
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

本
人
の
状
態
が
重
度
化
し
た
時
や
家
族
の

希
望
に
よ
っ
て
は
、
一
時
的
に
「
泊
ま
り
」

の
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
入
れ
た
り
す
る
こ
と

も
で
き
、
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
ま
す
。 

　
岩
倉
市
で
は
、
表
の
と
お
り
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
指
定
し
ま
し
た
。 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介
護
保
険
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
１
）
ま
で
。 

　こんにちは、保健師の原です。 

保健師は主に、介護予防事業や 

予防給付事業が効果的かつ効率 

的に提供されるよう適切なマネ 

ジメントを行います。高齢者や 

家族の皆さんが、岩倉に住んで 

いてよかったと思えるような介護予防や地域づく

りに取り組んでいけるよう、お手伝いをさせてい

ただきますので、よろしくお願いします。 

　地域包括支援センターは、保健師、主任ケアマネ
ジャー、社会福祉士の３人の専門職が連携して、高
齢者の皆さんの在宅での生活を支えます。いつまで
も住み慣れた地域で生活していけるよう支援してい
きますので、積極的にご活用ください。 

●介護保険事業所番号　２３９４７００１３ 
●事業所の名称と所在地 
小規模多機能型居宅介護センター　ライフケア岩倉
（八剱町大塚２番１） 
●申請者と所在地 
株式会社エル・シー・エス（名古屋市名東区平和が丘
四丁目２２番地） 
●指定年月日　平成１８年４月１４日 
●サービスの種類 
小規模多機能型居宅介護、介護予防小規模多機能型
居宅介護 
●連絡先　ライフケア岩倉（☎６５―７３８８） 

こんにちは！ 
岩倉市地域包括支援センターです 

●問合先　岩倉市地域包括支援センター（西市町無 
量寺２－１ふれあいセンター３階 ☎３８－０３０３） 
まで。 

表 

は
い
か
い
 



●
市
政
の
窓
●
 

水
道
週
間
 

　
　
　
　
　
　
　
　６
月
１
日
（木）
〜
７
日
（水）
 

安
全
と
お
い
し
さ
ご
く
り
水
道
水
 

平成18年6月1日 11

      　「
水
道
週
間
」
は
、
衛
生
的
に
安
全
な

水
を
送
り
出
す
「
水
道
」
を
考
え
、
関
心

と
理
解
を
高
め
、
水
道
の
健
全
な
発
展
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

安
全
で
お
い
し
い
水
を
供
給
す
る
た
め
に
 

　
市
で
は
、
法
で
定
め
る
厳
し
い
水
質
基

準
で
管
理
さ
れ
た
安
全
で
お
い
し
い
水
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
。 

貯
水
槽
の
適
正
管
理
を
お
忘
れ
な
く
 

　
ビ
ル
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
貯
水
槽
、

高
置
水
槽
は
、
施
設
の
設
置
者
で
責
任
を

も
っ
て
管
理
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
ビ
ル
等
の
飲
み
水
を
安
全
で
衛
生
的
に

飲
む
た
め
に
は
、
１
年
に
１
回
以
上
の
清

掃
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。 

★
上
水
道
工
事
の
申
し
込
み
は
、
岩
倉
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
 

　
建
物
を
新
築
し
給
水
が
必
要
な
場
合
や
、

増
改
築
な
ど
で
水
道
管
の
太
さ
の
変
更
を

希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
岩
倉
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
を
通
じ
て
市
水
道
課

に
上
水
道
工
事
の
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。 

●
問
合
先
　
水
道
課
施
設
係
（
☎
３
８
―

５
８
１
６
）
ま
で
。 

指 名 競 争 入 札 結 果  

岩倉市指定給水装置工事事業者一覧表 

（４月１３日～２７日） 

舗装修繕工事 

工　事　名　等 

業者名 業者名 
伊藤水道工業㈱岩倉支店 

㈱江口組 

栗本土木㈱ 

桑原鉄工所 

㈲小森管工 

桜井工業㈱ 

昭和土建㈱岩倉支店 

関戸工業㈱ 

大興建設㈱岩倉支店 

㈱大栄企業 

㈱タテビシ 

中日土木㈱岩倉支店 

㈱長谷川組岩倉支店 

㈲八信建設 

㈱間瀬設備工業 

㈱松本工務店 

御幸建設㈱岩倉支店 

㈲ユタカ設備 

㈲日野設備 

㈱吉村商会 

㈲ダイワ設備 

小島設備 

水道センター㈱岩倉支店 

ハヤカワ工業㈱ 

㈱佐藤水工社 

㈱岩倉工務店 

船橋設備㈱ 

旭建設㈱ 

㈲佐藤設備 

㈱吉田冷暖房工業所 

井戸惣工業㈱ 

中部オーケー商事㈱ 

サカイ技研㈱一宮工場 

㈱ジェーケー・サービス 

㈲大永設備 

㈲今井工業所 

㈱水野設備 

フルタハウジング㈱ 

㈲内田水道設備工事店 

㈲戸松設備工業 

㈱三学エンジニア 

後藤設備 

明生工業 

㈲富田設備 

㈱富士総合設備事務所 

㈲新井工業 

㈱光栄設備 

㈲岡田工業 

双伸工業株式会社 

㈲永田設備工業 

㈱山新設備 

協立設備工業株式会社 

㈱近藤設備工事店 

ダイスイ設備株式会社 

㈱ヤジマ 

所在地 所在地 
岩倉市中本町古市場 

岩倉市中本町西出口 

岩倉市八剱町 

岩倉市曽野町中街道 

岩倉市神野町川添 

岩倉市西市町西野々 

岩倉市大地新町一丁目 

岩倉市西市町桝東 

岩倉市新柳町一丁目 

岩倉市中本町南白山 

岩倉市本町宮東 

岩倉市八剱町 

岩倉市稲荷町羽根 

岩倉市八剱町樋口 

岩倉市旭町二丁目 

岩倉市大市場町順喜 

岩倉市本町上郷前 

岩倉市下本町西沼 

一宮市緑三丁目 

一宮市緑一丁目 

名古屋市西区上橋町 

小牧市大字久保一色 

岩倉市八剱町寺山 

一宮市桜二丁目 

小牧市小木五丁目 

岩倉市北島町九反畑 

一宮市下沼町二丁目 

一宮市萩原町西御堂 

北名古屋市六ッ師松葉 

名古屋市北区六が池町 

江南市東野町郷前西 

名古屋市名東区名東本通 

一宮市丹陽町九日市場字中田 

江南市古知野町熱田 

北名古屋市西之保青野 

一宮市桜一丁目 

犬山市字巾廻り 

小牧市大字三ツ渕 

小牧市若草町 

一宮市昭和一丁目 

名古屋市名東区一社三丁目 

一宮市泉一丁目 

一宮市春明字山前 

名古屋市守山区新守西 

半田市岩滑中町四丁目 

岩倉市新柳町二丁目 

大府市共西町七丁目 

海部郡蟹江町学戸四丁目 

名古屋市中川区横前町 

一宮市今伊勢町宮後字東茶原 

津島市唐臼町西島 

名古屋市千種区高見一丁目 

一宮市小赤見字秋吉 

名古屋市熱田区古新町２丁目 

江南市宮後町砂場東 

電話番号 電話番号 
３７-１３４５ 

６６-５１０８ 

６６-３３３３ 

３７-０４７８ 

３７-５８２３ 

３７-２２０５ 

３７-６６２５ 

６６-６３３６ 

６６-０７９２ 

６６-３３２１ 

３７-２７３４ 

６６-７７５８ 

６６-５２２９ 

３７-３９６２ 

３７-５７６７ 

６６-１１６８ 

６６-７０１３ 

６６-１８６０ 

０５８６-２４-２４５１ 

０５８６-２４-３８０１ 

０５２-５０４-６１８０ 

０５６８-４１-３４３４ 

３８-６５０２ 

０５８６-７１-４４７５ 

０５６８-７３-４１９１ 

６６-７７１１ 

０５８６-７１-３００２ 

０５８６-６８-６２５５ 

０５６８-２２-５７２６ 

０５２-９０１-４４７６ 

５６-２４７２ 

０５２-７０４-２５８８ 

０５８６-８１-５６５０ 

５４-０５００ 

０５６８-２２-８２１９ 

０５８６-７２-７７１２ 

０５６８-６７-２５３４ 

０５６８-７７-８０３９ 

０５６８-７５-０８４８ 

０５８６-４４-７０４１ 

０５２-７８２-２２６０ 

０５８６-７２-８５６１ 

０５８６-７６-２９３５ 

０５２-７９１-４６７６ 

０５６９-２２-３２８２ 

３７-０３５３ 

０５６２-４８-３３４４ 

０５６７-９５-８６８３ 

０５２-４１２-４２２１ 

０５８６-４６-２８８８ 

０５６７-３１-０４２７ 

０５２-７５１-２００４ 

０５８６-７７-７９２５ 

０５２-６８１-６０１９ 

５４-０２２７ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２１ 

２２ 

２３ 

２４ 

２５ 

２６ 

２７ 

２８ 

２９ 

３０ 

許可 
番号 

３１ 

３２ 

３３ 

３４ 

３５ 

３６ 

３７ 

３８ 

３９ 

４０ 

４１ 

４２ 

４３ 

４４ 

４５ 

４６ 

４７ 

４８ 

４９ 

５０ 

５１ 

５２ 

５３ 

５４ 

５５ 

５６ 

５７ 

許可 
番号 

工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期　　間 

４/２７～７/１４ 

公共下水道実施設計業務 ４/１８～１２/１３ 

舗装修繕工事 ４/２７～７/１４ 

市営大地プール幼児用プール塗装改修工事 ４/２５～６/２０ 

公共下水道事業認可変更申請書作成業務 ５/２～H１９/３/２７ 

自家発電設備改修工事設計業務 ５/２～７/２０ 

待合橋、南橋耐震補強工事実施設計業務 ５/２～８/４ 

各小学校LAN整備工事設計監理業務 

下本町外2地内 

西市町地内外 

本町外1地内 

大地町地内 

岩倉市内 

岩倉市配水場 

曽野町外1地内 

本町南新溝廻間2外4箇所 

㈱江口組 

玉野総合コンサルタント㈱ 

栗本土木㈱ 

㈱佐野塗工店 

国際水道コンサルタント㈱中部支社 

中日本建設コンサルタント㈱ 

㈱大建コンサルタント 

㈱篠田川口建築事務所 

６,８２５,０００ 

１７,３２５,０００ 

５,８８０,０００ 

３,３６０,０００ 

３,６７５,０００ 

１,７８５,０００ 

１,７３２,５００ 

１,４７０,０００ ５/２～８/２１ 
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健 康  
講 座  

健 康  
講 座  
健 康  
講 座  

知っておきたい 

骨粗しょう症になると…

　
現
代
は
、
飽
食
の
時
代
で
す
。
普
通

の
食
事
を
と
っ
て
い
る
限
り
栄
養
素
の

不
足
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が

唯
一
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
が
ち
に
な
り

や
す
く
、
特
に
若
い
女
性
で
ダ
イ
エ
ッ

ト
を
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
に
陥
る
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
 

　
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ん
て
老
人
の
病
気

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
若
い
時
か
ら

骨
の
健
康
に
気
を
付
け
な
い
と
、
高
齢

化
し
て
か
ら
は
取
り
返
し
が
つ
き
ま
せ

ん
。
女
性
は
若
い
間
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

ホ
ル
モ
ン
に
よ
り
守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

閉
経
以
降
急
激
に
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
に

陥
り
や
す
い
の
で
す
。
高
齢
化
し
て
か

ら
薬
物
療
法
を
始
め
て
も
な
か
な
か
効

果
が
少
な
く
、
重
症
化
し
や
す
い
で
す
。
 

骨
っ
て
何
だ
ろ
う
？
 

　
健
康
な
時
は
、
ま
っ
た
く
関
心
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
骨
折
し
て
初
め
て
骨
の

有
り
難
さ
が
分
か
る
と
、
経
験
者
は
話

し
ま
す
。
 

　
体
重
を
支
え
て
歩
く
、
走
る
、
背
中

を
伸
ば
し
て
姿
勢
を
保
つ
、
指
を
使
っ

て
仕
事
を
す
る
、
皆
、
骨
が
丈
夫
な
れ

ば
こ
そ
で
す
。
 

　
大
切
な
脳
を
包
む
頭
骨
、
心
臓
、
肺

臓
を
外
部
の
衝
撃
か
ら
守
る
ろ
っ
骨
。
 

　
骨
は
、
体
に
大
切
な
カ
ル
シ
ウ
ム
の

９９
㌫
を
保
有
し
ま
す
。
血
中
カ
ル
シ
ウ

ム
は
一
定
量
が
な
い
と
生
き
ら
れ
ま
せ

ん
。
不
足
す
れ
ば
骨
か
ら
溶
け
出
し
て

常
に
一
定
量
が
保
た
れ
ま
す
。
 

　
骨
は
皮
膚
と
同
様
に
新
陳
代
謝
を
繰

り
返
し
ま
す
。
骨
を
壊
し
（
破
骨
細
胞
）、

新
し
い
骨
を
作
る
（
骨
芽
細
胞
）
と
い

う
サ
イ
ク
ル
で
約
２
年
間
で
す
っ
か
り

入
れ
替
わ
り
ま
す
。
こ
れ
を
骨
の
リ
モ

デ
リ
ン
グ
（
再
構
築
）
と
呼
び
ま
す
。

そ
の
た
め
に
骨
は
し
な
や
か
さ
、
強
さ

が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
 

　
骨
の
若
さ
を
保
つ
た
め
に
も
毎
日
カ

ル
シ
ウ
ム
を
補
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

　
最
も
大
切
な
骨
の
働
き
は
、
骨
髄
で

造
血
と
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
赤
血
球
、
白
血
球
、
血
小
板
等
が

作
ら
れ
ま
す
。
 

　
骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
年
齢
が
進
む
と

共
に
罹
り
や
す
く
な
る
症
状
で
、
特
に

女
性
の
閉
経
後
は
進
行
が
早
い
の
が
特

徴
で
す
。
骨
形
成
よ
り
も
骨
吸
収
が
上

回
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
 

　
骨
密
度
が
減
少
し
て
弱
く
な
り
ま
す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
い
う
と
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
部
分
が
減
少
し
た
構
造
に
な

り
ま
す
。
 

　
背
骨
に
圧
迫
が
加
わ
り
変
形
、
短
縮

し
、
身
長
が
２
㌢
㍍
以
上
短
縮
す
れ
ば

骨
粗
し
ょ
う
症
の
赤
信
号
で
す
。
１
か

所
発
生
す
る
圧
迫
骨
折
は
、
次
々
と
多

発
し
て
背
中
が
曲
が
り
、
身
長
が
縮
み

ま
す
。
 

　
腰
部
の
大
腿
骨
頚
部
は
特
に
折
れ
や

す
く
、
く
っ
つ
き
も
悪
い
の
で
寝
た
き

り
で
す
。
私
の
母
は
庭
で
石
に
つ
ま
づ

い
て
骨
折
し
二
度
と
立
ち
上
が
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
 

　
手
首
の
骨
折
も
多
い
た
め
、
転
ん
だ

時
に
手
首
で
支
え
な
い
こ
と
で
す
。
柔

道
の
受
け
身
の
動
作
が
大
切
か
と
思
い

ま
す
。
 

　
一
度
、
骨
折
し
た
ら
本
人
は
も
ち
ろ

ん
、
家
族
も
大
変
で
す
。
 

　
予
防
と
し
て
は
平
素
よ
り
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
取
る
こ
と
が
大

切
で
、
牛
乳
、
チ
ー
ズ
、
レ
バ
ー
、
ひ

じ
き
、
わ
か
め
、
い
わ
し
、
小
松
菜
等

の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食
品
を
選
び
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
を

妨
げ
る
食
品
と
し
て
は
、
加
工
食
品
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
清
涼
飲
料
水
等

が
あ
り
ま
す
。
 

　
運
動
も
大
切
で
、
骨
に
刺
激
を
与
え

る
こ
と
に
よ
り
骨
量
減
少
の
予
防
効
果

が
あ
り
ま
す
。
筋
力
を
鍛
え
る
こ
と
に

よ
り
転
倒
防
止
に
な
り
ま
す
。
薬
物
療

法
と
し
て
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
、
女
性

ホ
ル
モ
ン
剤
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
剤
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｋ
剤
、
破
骨
細
胞
の
働
き
を
抑
え

る
も
の
等
々
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
 

　
カ
ル
シ
ウ
ム
を
取
っ
て
美
し
い
姿
い

つ
ま
で
も
！！
 

か
か 

だ
い
た
い
こ
つ
け
い  

ぶ 

骨
の
健
康
 

岩
倉
市
医
師
会
　
小
川
清
夫
 

お
　  

が
わ  

き
よ
　 

お 

は 

こ
つ 

こ
つ 
が 

さ
い
こ
う
ち
く 
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男女共同参画をめざして男女共同参画をめざして男女共同参画をめざして

架
空
請
求
に
ご
注
意
く
だ
さ
い 

愛
知
県
尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
平
成
１７

年
度
相
談
の
概
況
か
ら
 

　
平
成
１７
年
度
に
、
愛
知
県
尾
張
県
民

生
活
プ
ラ
ザ
に
寄
せ
ら
れ
た
消
費
生
活

相
談
は
、
３
千
９
１
２
件
で
し
た
。
こ

の
件
数
は
、
過
去
最
多
だ
っ
た
平
成
１６

年
度
に
比
べ
て
、
２
千
４２
件
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
不
当
請
求
に
関
す

る
相
談
が
１
千
７
５
１
件
減
少
し
た
こ

と
が
大
き
な
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
県
内
の
不
当
請
求
全
体
の
件
数
は
大

き
く
減
り
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
は

「
電
話
情
報
料
等
の
架
空
請
求
」
か
ら

内
容
を
明
記
し
な
い
「
商
品
一
般
の
架

空
請
求
」
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
中

・
高
齢
者
を
狙
っ
た
巧
妙
で
悪
質
な
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

●
相
談
事
例
「
突
然
届
い
た
訴
訟
の
通
知
」 

　
法
務
局
の
認
定
法
人
を
名
乗
る
機
関

か
ら
民
事
訴
訟
最
終
通
告
と
書
か
れ
た

は
が
き
が
突
然
送
ら
れ
て
き
た
。
裁
判

を
取
り
下
げ
た
け
れ
ば
、
３
日
以
内
に

連
絡
す
る
よ
う
書
か
れ
て
い
た
た
め
電

話
で
問
い
合
わ
せ
た
。
２
年
前
の
通
信

販
売
の
代
金
が
未
払
い
の
た
め
提
訴
さ

れ
て
い
る
ら
し
く
、
弁
護
士
の
事
務
所

を
紹
介
さ
れ
た
。
 

　
身
に
覚
え
が
無
い
こ
と
を
主
張
す
る

と
、
裁
判
を
取
り
下
げ
る
た
め
に
は
、

一
旦
供
託
金
を
納
め
る
必
要
が
あ
る
と

告
げ
ら
れ
た
。
取
り
下
げ
が
成
立
し
た
 

ら
供
託
金
は
返
金
さ
れ
る
と
い
う
説
明

で
振
込
口
座
を
告
げ
ら
れ
た
が
、
口
座
 

は
個
人
名
義
で
不
安
を
感
じ
る
。
 

相
手
に
連
絡
し
な
い
 

　
こ
う
し
た
は
が
き
は
、
何
ら
か
の
方

法
で
住
所
や
氏
名
な
ど
の
情
報
を
手
に

入
れ
た
者
が
、
大
量
に
同
じ
内
容
の
は

が
き
を
送
っ
て
き
て
い
る
も
の
で
す
。

　
連
絡
を
取
る
と
、
新
た
な
個
人
情
報

を
聞
き
出
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
相
談
事
例
の
よ
う
に
言
葉
巧
み

に
何
ら
か
の
料
金
を
請
求
さ
れ
、
振
り

込
む
よ
う
仕
向
け
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
の
は
が
き
に
は
、
具
体
的
な

内
容
が
書
か
れ
て
お
ら
ず
、「
訴
訟
」な

ど
の
言
葉
に
よ
り
不
安
を
あ
お
り
、
受

け
取
っ
た
人
か
ら
連
絡
を
さ
せ
て
架
空

請
求
を
行
う
た
め
、
十
分
な
注
意
が
必

要
で
す
。
 

★
不
審
な
は
が
き
は
相
手
に
し
な
い
 

★
は
が
き
に
書
か
れ
た
連
絡
先
に
自
分

か
ら
連
絡
し
な
い
 

★
相
手
が
自
宅
に
押
し
か
け
て
く
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
恐
怖
を
感
じ
た

ら
す
ぐ
警
察
へ
（
江
南
警
察
署
生
活
安

全
課
（
☎
５
６
―
０
１
１
０
）
）
 

「
不
当
請
求
」
を
行
う
事
業
者
を
公
表

し
て
い
ま
す
 

　
愛
知
県
県
民
生
活
部
中
央
県
民
生
活

プ
ラ
ザ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
://w

 
w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp
/ke
n
m
in
/s
h
o
 

h
is
e
ik
a
ts
u
/)

で
は
、
相
談
を
受
け

た
「
不
当
請
求
」
を
行
う
事
業
者
名
を

公
表
し
、
送
ら
れ
て
き
た
は
が
き
の
内

容
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
困
っ
た
時
は
、
相
手
に
連
絡
せ
ず
早

め
に
尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
（
☎
０
５

８
６
―
７
１
―
０
９
９
９
）
ま
た
は
、

市
役
所
市
民
相
談
室
（
☎
３
８
―
５
８

２
２
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

　今回から、男女共同参画社会の実現をめ
ざして、日常にありがちな、「常識」の中
の差別や思い込みをマンガでご紹介してい
きたいと思います。 

だれにでも固定的な男女役割分担意識はあ
ります。男女差別なんかしたことないと思
っているアナタ。当然と思っていることを
考え直してみませんか？ 
●問合先　生涯学習課生涯学習係（☎３８
－５８１９）まで。 

●固定観念● 



暮らしのガイド 
問合先（岩倉市役所）　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp
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        ●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

 
 
 
 
 
 
 
み
ど
り
の
家
 

   
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１

回
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

い
て
い
ま
す
。
 

 
６
月
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
や
ク

ラ
シ
ッ
ク
曲
な
ど
の
ギ
タ
ー
演

奏
で
す
。
ギ
タ
ー
を
弾
く
こ
と

が
大
好
き
な
皆
さ
ん
の
コ
ン
サ

ー
ト
で
す
。
 

 
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
響
き

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ど
な

た
で
も
自
由
に
聴
け
ま
す
の
で
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。
 

 
入
場
は
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
６
月
２５
日
(日)
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

▼
出
演
者
　
岩
倉
ギ
タ
ー
友
の

会
 

▼
演
奏
曲
　
「
ホ
テ
ル
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
」
「
カ
ノ
ン
」
ほ
か
 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６

７
０
０
）
 

  ●
教
科
書
展
示
会
 

   
義
務
教
育
で
使
用
さ
れ
て
い

る
教
科
書
は
通
常
４
年
ご
と
に

採
択
替
え
が
行
わ
れ
ま
す
。
　

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
民

の
皆
様
の
教
科
書
に
対
す
る
理

解
や
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
６
月
１１
日
か
ら
７
月

５
日
ま
で
の
間
、
県
内
２１
か
所

の
教
科
書
セ
ン
タ
ー
で
教
科
書

展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
障
害
の
あ
る
児
童
生

徒
の
た
め
の
教
科
書
や
一
般
図

書
は
、
愛
知
県
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
 

 
ま
た
、
展
示
会
場
に
は
投
書

箱
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
教
科

書
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

▼
尾
張
西
部
地
区
の
教
科
書
セ

ン
タ
ー
 

・
江
南
教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
江

南
市
立
図
書
館
☎
５
６
―
２
３

０
６
）
　
 

※
休
館
日
６
月
２２
日
 

・
稲
沢
教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
稲

沢
市
立
稲
沢
図
書
館
☎
３
２
―

０
８
６
２
）
 

※
休
館
日
６
月
１２
日
・
１９
日
・

２６
日
、
７
月
１
日
〜
５
日
 

・
一
宮
教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
一

宮
地
域
文
化
広
場
☎
０
５
８
６

―
５
１
―
２
１
８
０
）
　
 

※
休
館
日
６
月
１２
日
・
１９
日
・

２６
日
、
７
月
３
日
 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
教
育
委
員

会
義
務
教
育
課
（
☎
０
５
２
―

９
５
４
―
６
７
９
０
）
 

  ●
ハ
ー
ト
フ
ル
な
集
い
in

　
岩
倉
 

  　
愛
知
父
母
懇
談
会
岩
倉
ブ
ロ

ッ
ク
で
は
、
子
育
て
の
こ
と
、

学
校
や
勉
強
の
悩
み
、
進
路
指

導
等
を
参
加
者
と
一
緒
に
考
え

る
集
い
「
ハ
ー
ト
フ
ル
な
集
い

in
岩
倉
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
６
月
１８
日
(日)
午
後
１

時
３０
分
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
講
堂
 

▼
内
容
　
①
教
育
講
演
会
「
子

育
て
を
科
学
す
る
」
…
福
井
直

子
さ
ん
（
臨
床
心
理
士
）
②
群

舞
（
松
岡
玲
子
バ
レ
エ
団
岩
倉

研
究
所
）
③
太
鼓
演
奏
（
あ
す

な
ろ
太
鼓
）
④
教
育
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
 

▼
問
合
先
　
服
部
（
☎
６
６
―

６
１
４
３
）
 

  ●
俳
句
俳
画
作
品
展
 

  　
岩
倉
俳
句
俳
画
会
で
は
、
夏

の
風
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
６
月
３
日
(土)
〜
１１
日

(日)
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
展
示

ホ
ー
ル
 

▼
主
催
　
岩
倉
俳
句
俳
画
会
 

▼
後
援
　
岩
倉
市
文
化
協
会
 

▼
問
合
先
　
宮
田
（
☎
３
７
―

６
８
４
４
）
 

  ●
世
界
の
お
惣
菜
 

 
　
 
 
〜
フ
ィ
リ
ピ
ン
編
〜
 

 　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

食
を
と
お
し
た
交
流
会
「
世
界

の
お
惣
菜
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
今
回
は
、
ロ
ー
テ
ィ
ス
青
木

さ
ん
と
ア
マ
ン
ダ
伊
藤
さ
ん
に

よ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理
で
す
。
 

▼
と
き
　
６
月
２５
日
(日)
午
前
１０

時
〜
午
後
１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
料
理
教
室
 

▼
献
立
　
①
黒
豆
と
豆
腐
入
り

の
ソ
テ
ー
②
野
菜
春
巻
③
フ
ル

ー
ツ
サ
ラ
ダ
 

▼
定
員
　
２５
人
 

▼
持
ち
物
　
ふ
き
ん
・
エ
プ
ロ

ン
・
筆
記
用
具
 

▼
費
用
　
岩
倉
市
国
際
交
流
協

会
会
員
…
４
０
０
円
、
非
会
員

…
６
０
０
円
（
小
学
６
年
生
以

下
は
そ
れ
ぞ
れ
半
額
）
 

▼
申
込
期
限
　
６
月
１８
日
(日)
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
国

際
交
流
協
会
　
早
坂
（
☎
　
３

７
―
７
９
７
３
）
ま
た
は
、
中

山
（
☎
　
６
６
―
８
５
７
３
）
 

催し  

ふ
く 

い 

な
お 

こ 



平成18年6月1日 16

  ●
市
民
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

　
参
加
者
 

  　
岩
倉
市
体
育
協
会
で
は
、
市

民
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
き
ま

す
。
 

▼
と
き
　
７
月
２６
日
(水)
午
前
７

時
ご
ろ
ス
タ
ー
ト
 

▼
と
こ
ろ
　
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ

ー
ル
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
多
治

見
市
）
 

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
か

お
勤
め
の
人
ま
た
は
、
体
育
協

会
会
員
、
体
育
協
会
賛
助
会
員
。
 

▼
定
員
　
２
０
０
人（
先
着
順
） 

▼
申
込
締
切
日
　
７
月
５
日
(水)

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
）
 

▼
参
加
費
　
３
千
５
０
０
円
と

当
日
プ
レ
ー
代
と
し
て
１
万
１

千
５
０
０
円
（
消
費
税
別
・
キ

ャ
デ
ィ
代
・
飲
物
・
昼
食
代
含

む
）
ほ
ど
必
要
で
す
。
 

▼
競
技
方
法
　
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア

方
式
 

▼
表
彰
　
☆
優
勝
、
準
優
勝
、

３
位
〜
１０
位
、
各
と
び
賞
（
１５

位
以
下
５
位
ご
と
）
、
ブ
ー
ビ

ー
賞
を
予
定
。
☆
特
別
賞
　
ベ

ス
グ
ロ
、
ド
ラ
コ
ン
、
ニ
ア
ピ

ン
賞
、
そ
の
他
を
予
定
。
 

▼
表
彰
式
（
パ
ー
テ
ィ
ー
）
総

合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
（
終
了
後
、
総
合
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
し
て
開

催
）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
体
育
協
会

事
務
局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
内
☎
６
６
ー
２
２
２
２
）
 

  ●
初
心
者
水
泳
教
室
 

　
参
加
者
 

  　
教
育
委
員
会
で
は
、
初
心
者

を
対
象
に
、
基
本
技
術
の
習
得

を
目
指
し
た
８
回
コ
ー
ス
の
水

泳
教
室
を
次
の
と
お
り
開
き
ま

す
。
 

▼
と
き
　
７
月
８
日
(土)
・
９
日

(日)
・
１５
日
(土)
・
１６
日
(日)
・
２２
日

(土)
・
２３
日
(日)
、
８
月
５
日
(土)
・

６
日
(日)
午
前
９
時
〜
１０
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
市
営
大
地
プ
ー
ル
 

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
か

お
勤
め
ま
た
は
、
在
学
の
小
学

生
以
上
で
２５
㍍
を
泳
げ
な
い
人
 

▼
参
加
料
　
１
千
６
０
０
円

（
入
場
料
含
む
）
 

▼
定
員
　
小
学
生
以
上
５０
人
 

▼
申
込
方
法
　
６
月
９
日
(金)
午

後
７
時
か
ら
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で

受
け
付
け
ま
す
。
 

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

７
時
の
時
点
で
抽
選
し
ま
す
。

１
人
で
複
数
人
分
の
受
け
付
け

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
総

合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６

６
―
２
２
２
２
）
 

  ●
勤
労
青
少
年
の
日
ボ
ウ

　
リ
ン
グ
大
会
参
加
者
 

  　
勤
労
青
少
年
の
日
の
記
念
行

事
と
し
て
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
７
月
１０
日
(月)
午
後
６

時
３０
分
ス
タ
ー
ト
　
 

▼
と
こ
ろ
　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｍ
Ｅ
Ｉ

Ｇ
Ｉ
（
一
宮
市
）
 

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
ま

た
は
、
市
内
の
事
業
所
に
勤
務

す
る
原
則
１５
〜
４０
歳
ま
で
の
勤

労
青
少
年
 

▼
参
加
費
　
３
０
０
円
（
当
日

集
金
）
 

▼
定
員
　
１
３
５
人（
先
着
順
） 

▼
申
込
期
限
　
６
月
２０
日
(火)
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政

課
商
工
観
光
係
（
☎
３
８
―
５

８
１
２
）
 

  ●
訪
問
調
査
員（
看
護
師
） 

  　
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
要

介
護
認
定
の
た
め
の
訪
問
調
査

に
携
わ
る
看
護
師
を
募
集
し
ま

す
。
 

▼
勤
務
内
容
　
介
護
保
険
要
介

護
認
定
申
請
者
宅
を
訪
問
し
、

調
査
を
行
い
ま
す
。
 

▼
勤
務
日
・
時
間
　
週
３
日
・

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
６
時

間
）
　
　
　
 

▼
賃
金
　
１
時
間
１
千
１０
円
 

▼
募
集
人
数
　
１
人
 

▼
採
用
予
定
日
　
７
月
３
日
(月)
 

▼
応
募
期
間
　
６
月
１５
日
(木)
ま

で
 

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
）
、
看
護
師
免
許
証
の

写
し
　
　
　
　
　
　
 

▼
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介
護

保
険
係（
☎
３
８
―
５
８
１
１
） 

        ●
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
 

  　
う
つ
病
を
は
じ
め
と
し
た

「
こ
こ
ろ
の
病
」
は
、
誰
も
が

か
か
り
得
る
病
気
で
す
が
、
病

気
だ
と
気
づ
き
に
く
い
の
が
特

徴
で
す
。
症
状
に
気
づ
い
た
ら
、

早
め
に
適
切
に
対
処
す
る
こ
と

が
回
復
に
つ
な
が
り
ま
す
。
 

　
自
分
の
た
め
に
、
家
族
の
た

め
に
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

▼
と
き
　
６
月
１９
日
(月)
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
視
聴
覚
室
 

▼
講
師
　
檜
木
治
幸
さ
ん
（
岩

倉
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
医

師
）
　
 

▼
内
容
　
講
演
「
こ
こ
ろ
の
病

気
に
つ
い
て
」
〜
う
つ
病
・
社

会
不
安
障
害
・
パ
ニ
ッ
ク
障
害

な
ど
に
つ
い
て
〜
 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電

話
可
）
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
―
３
５
１
１
）
 

  ●
食
中
毒
予
防
 

  　
今
年
も
食
中
毒
の
季
節
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
予
防
の
原
則

は
食
中
毒
原
因
菌
を
「
付
け
な

い
」
「
増
や
さ
な
い
」
「
残
さ

な
い
」
で
す
。
 

　
で
は
具
体
的
に
も
う
少
し
細

か
く
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
て
み
ま

し
ょ
う
。
 

ポ
イ
ン
ト
１
…
食
品
の
購
入
 

　
生
鮮
食
品
は
新
鮮
な
も
の
を

食
べ
き
れ
る
量
だ
け
購
入
し
ま

し
ょ
う
。
 

　
表
示
の
あ
る
も
の
は
消
費
期

限
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
購
入
し
た
肉
や
魚
か
ら
の
水

気
が
漏
れ
出
て
、
他
の
食
品
を

汚
さ
な
い
よ
う
に
、
ビ
ニ
ー
ル
 

健康  

ひ
の 

き 

は
る
ゆ
き 
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袋
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
包

み
、
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
 

　
冷
蔵
や
冷
凍
な
ど
の
温
度
管

理
の
必
要
な
食
品
の
購
入
は
買

い
物
の
最
後
に
し
、
寄
り
道
せ

ず
、
す
ぐ
に
帰
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
　
　
 

ポ
イ
ン
ト
２
…
家
庭
で
の
保
存
 

　
冷
蔵
や
冷
凍
の
必
要
な
食
品

は
持
ち
帰
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
冷

蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
入
れ
ま
し
ょ

う
。
　
 

　
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
を
過
信
せ

ず
、
食
品
の
長
期
保
存
は
避
け
、

早
め
に
使
い
切
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
 

ポ
イ
ン
ト
３
…
下
準
備
 

　
手
を
し
っ
か
り
洗
い
ま
し
ょ

う
。
 

　
生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
の

ま
な
板
や
包
丁
は
、
洗
っ
て
か

ら
熱
湯
を
か
け
た
後
使
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
 

　
冷
凍
食
品
な
ど
凍
結
し
て
い

る
食
品
を
調
理
台
に
放
置
し
た

ま
ま
解
凍
す
る
の
は
や
め
ま
し

ょ
う
。
 

　
料
理
に
使
う
分
だ
け
解
凍
し
、

解
凍
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
調
理

し
ま
し
ょ
う
。
 

　
ま
な
板
・
包
丁
・
食
器
・
ふ

き
ん
・
た
わ
し
・
ス
ポ
ン
ジ
な

ど
は
、
使
用
後
す
ぐ
に
、
洗
剤

と
流
水
で
よ
く
洗
い
熱
湯
消
毒

を
し
ま
し
ょ
う
。
 

ポ
イ
ン
ト
４
…
調
理
 

　
台
所
を
清
潔
に
し
、
タ
オ
ル

や
ふ
き
ん
は
乾
い
た
清
潔
な
も

の
と
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
、

充
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
場
合
は

電
子
レ
ン
ジ
用
の
容
器
を
使
い
、

調
理
時
間
に
気
を
つ
け
、
熱
の

伝
わ
り
に
く
い
も
の
は
時
々
か

き
混
ぜ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
 

ポ
イ
ン
ト
５
…
食
事
 

　
食
卓
に
つ
く
前
に
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。
 

　
清
潔
な
器
具
、
食
器
を
使
い

ま
し
ょ
う
。
 

　
調
理
前
・
調
理
後
の
食
品
は

室
温
で
長
く
放
置
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
 

ポ
イ
ン
ト
６
…
残
っ
た
食
品
 

　
残
っ
た
食
品
は
き
れ
い
な
器

具
・
食
器
を
使
い
、
早
く
冷
え

る
よ
う
に
浅
い
容
器
に
小
分
け

し
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
古
い
も
の
は
思
い
切
っ
て
捨

て
ま
し
ょ
う
。
 

　
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
き
ち

ん
と
押
さ
え
、
家
庭
か
ら
食
中

毒
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
も
し
、
お
腹
が
痛
く
な
っ
た

り
、
下
痢
を
し
た
り
、
気
持
ち

が
悪
く
な
っ
た
り
し
た
ら
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

（
☎
３
７
―
３
５
１
１
）
 

        ●
ご
み
不
法
投
棄
監
視
 

　
ウ
ィ
ー
ク
 

  　
岩
倉
市
で
は
、
環
境
月
間
に

ち
な
み
、
６
月
１２
日
か
ら
１８
日

ま
で
の
一
週
間
を
「
ご
み
不
法

投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
」
と
し
、

不
法
投
棄
防
止
の
た
め
の
取
り

組
み
を
集
中
的
に
行
い
ま
す
。
 

　
ご
み
を
み
だ
り
に
投
棄
す
る

こ
と
は
、
地
域
の
環
境
を
悪
化

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
第
２５
条
の
規
定
に
よ

り
、
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

１
千
万
円
以
下
（
法
人
の
場
合

は
１
億
円
以
下
）
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活

環
境
係
（
☎
３
８
―
５
８
０
８
）

ま
た
は
、
清
掃
事
務
所
（
☎
６

６
―
５
９
１
２
）
 

  ●
献
血
に
ご
協
力
を
 

  ▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
６
月
１８
日

(日)
曽
野
町
公
会
堂
 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進

協
議
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内

☎
３
７
―
３
１
３
５
）
 

  ●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク
 

  　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用

品
の
有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な

い
消
費
生
活
の
た
め
に
不
用
品

デ
ー
タ
バ
ン
ク
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
 

　
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当
事

者
間
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
 

登
録
物
品
（
５
月
１
日
現
在
）
 

▼
譲
り
ま
す
（
有
償
）　
エ
レ
ク

ト
ー
ン
、
子
ど
も
用
補
助
便
座
 

▼
あ
げ
ま
す
（
無
償
）　
勉
強
机
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
、
ド
レ
ッ

サ
ー
、
ベ
ビ
ー
布
団
、
子
ど
も

服
（
３
〜
５
歳
）、
黄
帽
子
・
麦

わ
ら
帽
子
（
市
内
保
育
園
指
定
） 

▼
求
め
ま
す
　
ベ
イ
ブ
レ
ー
ド

ス
タ
ジ
ア
ム
、
学
研
ニ
ュ
ー
ブ

ロ
ッ
ク
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
オ
ム

ツ
カ
バ
ー
・
オ
ム
ツ
ラ
イ
ナ
ー
 

※
岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

tt 
p
://w

w
w
.c
ity.iw

a
ku
ra
.a
i 

c
h
i.jp
/)

で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工

観
光
係（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

  
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故
 

 
高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル
 

●
６
月
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
 
 
 
 

 
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
徹
底
強
化
旬
間
 

 　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
着
用
す
る
こ
と
は
、

法
的
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
万
一
、
事
故
に

あ
っ
た
場
合
、
安
全
性
が
確
保

さ
れ
、
身
体
保
護
に
大
き
な
効

果
を
発
揮
し
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
自
動
車
乗
車
中
に

交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人
の

４
割
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用

し
て
お
ら
ず
、
こ
の
う
ち
、
５

割
の
人
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締

め
て
い
た
ら
助
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
道
路
交
通
法
の
改
正

に
よ
り
、
平
成
１２
年
４
月
か
ら

自
動
車
乗
車
中
の
６
歳
未
満
の

幼
児
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着

用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
着
用
率
は
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
に
比
べ
て
低
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
た
め
愛
知
県
で
は
、
６

月
１１
日
(日)
か
ら
２０
日
(火)
ま
で
の

１０
日
間
を
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
徹
底
強

化
旬
間
と
し
、
啓
発
活
動
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
着
用
意
識
の
高
揚
を
図
り

ま
し
ょ
う
。
 

相 談 
その他 
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岩
倉
市
図
書
館
 

☎
３７
―
6
8
0
4

18

★
め
ざ
す
は
飛
鳥
の
 

　
千
年
瓦
 

　
　
　
　
　
　
山
本
清
一
　
著
 

　
　
分
類
　
都
市
・
土
木
建
築
 

        　
千
年
も
つ
瓦
で
、
建
物
を
千

年
長
く
も
た
せ
た
い
。
法
隆
寺

金
堂
、
東
大
寺
大
仏
殿
、
唐
招

提
寺
金
堂
、
松
本
城
、
姫
路
城

な
ど
多
く
の
国
宝
・
重
要
文
化

財
の
屋
根
の
保
存
修
理
に
た
ず

さ
わ
っ
た
奈
良
の
第
一
級
の
瓦

職
人
の
情
熱
あ
ふ
れ
る
一
代
記
。
 

児
童
新
着
図
書
　
 

★
や
さ
し
い
ラ
イ
オ
ン
　
 

　
　
や
な
せ
た
か
し
　
作
・
絵
 

★
こ
ね
こ
の
タ
ケ
シ
 

　
　
　
わ
た
な
べ
あ
き
お
　
絵
 

　
　
　
　
　
阿
見
み
ど
り
　
文
 

★
あ
め
の
お
く
り
も
の
 

　
　
　
ふ
く
ざ
わ
ゆ
み
こ
　
作
 

新
着
図
書
の
紹
介
 

  ●
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
 

 
 
（
☎
３
８
―
３
１
１
９
）
 

       　
「
あ
っ
！
 
火
事
だ
。
場
所

は
ど
こ
だ
ろ
う
？
」
そ
ん
な
時
、

消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
消
防
署
で
は
、
火
災
発
生
時
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
発
生
場
所
等

を
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
 

　
１
１
９
番
で
の
問
い
合
わ
せ

は
、
他
の
緊
急
通
報
に
支
障
を

き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
 

★
火
災
お
よ
び
救
急
等
の
通
報

は
次
の
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

〜
落
ち
着
い
て
、
正
確
に
〜
 

・
火
災
、
救
急
等
を
は
っ
き
り

と
 

・
場
所
、
目
標
物
を
明
確
に
 

・
事
故
等
の
内
容
を
く
わ
し
く
 

・
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
 

▼
問
合
先
　
消
防
署
消
防
係
 

（
☎
３
７
―
５
３
３
３
）
 

  　
６
月
４
日
〜
１０
日
 

●
危
険
物
安
全
週
間
 

  　
全
国
一
斉
に
危
険
物
安
全
週

間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
身
近
に

あ
る
灯
油
・
ガ
ソ
リ
ン
等
の
取

り
扱
い
や
、
保
管
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
　
 

　
一
般
の
ご
家
庭
で
、
冬
の
間

に
使
用
し
切
れ
な
か
っ
た
灯
油

は
、
直
接
日
光
の
当
た
ら
な
い

風
通
し
の
よ
い
場
所
で
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。
 

　
危
険
物
を
常
時
取
り
扱
う
事

業
所
で
は
「
慣
れ
」
に
よ
る
事

故
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
常

日
ご
ろ
か
ら
の
取
り
扱
い
に
十

分
注
意
す
る
よ
う
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。
 

　
今
一
度
、
危
険
物
の
正
し
い

取
り
扱
い
を
、
お
互
い
に
確
認

し
あ
い
ま
し
ょ
う
。
 

▼
問
合
先
　
消
防
本
部
総
務
課

予
防
防
災
係
（
☎
３
７
―
５
３

３
３
内
線
２
２
２
）
 

  ●
浄
化
槽
を
正
し
く
維
持

　
管
理
し
ま
し
ょ
う
 

  　
家
庭
の
浄
化
槽
は
的
確
に
維

持
管
理
（
保
守
点
検
、
清
掃
、

法
定
検
査
）
が
行
わ
れ
な
い
と

水
質
汚
濁
の
原
因
と
な
り
、
ま

た
隣
近
所
に
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

　
浄
化
槽
は
、
法
律
に
よ
り
保

守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
を

す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
 

　
浄
化
槽
の
保
守
点
検
は
、
浄

化
槽
が
正
常
に
働
い
て
い
る
か

を
定
期
的
に
点
検
す
る
も
の
で

す
。
保
守
点
検
に
つ
い
て
は
、

愛
知
県
登
録
の
浄
化
槽
保
守
点

検
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
浄
化
槽
の
清
掃
に
つ
い
て
は

年
１
回
以
上
の
清
掃
を
必
ず
行

い
ま
し
ょ
う
。
清
掃
は
、
岩
倉

市
の
許
可
業
者
の
㈱
ア
イ
ホ

ク
（
☎
６
６
―
２
１
１
２
）
が

行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
法
定
検
査
に
つ
い
て
は
、
愛

知
県
の
指
定
検
査
機
関
で
あ
る

（社）
愛
知
県
浄
化
槽
協
会
春
日
井

業
務
所
（
☎
０
５
６
８
―
５
３

―
３
７
２
１
）
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
 

　
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
の
中
に

異
物
な
ど
が
混
入
し
て
い
る
と
、

し
尿
処
理
施
設
の
処
理
能
力
が

著
し
く
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

異
物
な
ど
を
ト
イ
レ
に
流
す
こ

と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
、
浄
化

槽
が
正
常
な
状
態
で
あ
る
よ
う

に
維
持
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。
 

▼
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境

啓
発
係（
☎
３
８
―
５
８
０
８
） 

  ●
公
共
用
地
取
得
に
ご
協
力
を
 

  　
道
路
を
は
じ
め
、
河
川
、
下

水
道
、
公
園
な
ど
の
社
会
資
本

を
整
備
す
る
た
め
に
は
多
く
の

土
地
が
必
要
で
す
。
潤
い
の
あ

る
街
づ
く
り
の
た
め
、
土
地
取

得
に
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
土
木
課
道
水
路
整

備
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
３
）
 

  ●
新
規
開
業
特
別
相
談
会
 

  　
岩
倉
市
商
工
会
で
は
、
新
た

に
事
業
開
業
を
計
画
さ
れ
て
い

る
方
を
対
象
に
新
規
開
業
特
別

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
 

▼
相
談
内
容
等
　
資
金
調
達
・

税
務
相
談
な
ど
 

▼
と
き
　
６
月
４
日
（日）
・
１１
日

（日）
・
１８
日
（日）
午
後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
市
商
工
会
館

１
階
研
修
室
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
商
工
会

（
☎
６
６
―
３
４
０
０
）
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　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっ
ていますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩を
いただきます。 
■一般相談 
　とき　月～金曜日(祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
６月４日(日 )・１８日（日）午後１時～３時 
 
 
 
 
 
 
 
■女性相談 
６月５日（月）・１９日（月）午後１時～３時３０分 
■知的障害者相談 
６月８日（木）午後１時～４時 
■行政相談 
６月９日（金）午後１時～４時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
６月１３日（火）・２８日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前
９時から、市民相談室で当月分の予約を受け付けます
（先着順、電話可）。 
■登記相談 
６月１４日（水）午後１時～４時 
■総合福祉相談 
６月１６日（金） 
★身体障害者相談…午後１時～４時 
★戦没者遺族相談…午後１時～４時 
■年金相談 
６月２６日（月）午前１０時～午後３時 
 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一
人でくよくよしていても、何の解決にもなりません。経験
豊かなボランティアが電話で相談をお受けします。お気軽
におかけください。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時（祝日、振
替休日を除く） 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

み な 　 な や む な  

●心の相談電話　☎３７－７８６７ 

Advice  and  Consultation  for  Foreigners 
(Iwakura International Exchange Society) 
４．June，１８.June（Sun）１３：００～１５：００ 

Consulta  em  Prol  dos  Estrangeiros 
(Associacao Internacional de Iwakura) 
４／Jun，１８／Jun（domingo）Das  １３：００～１５：００hs 
 

▲
 

▲
 

相談場所・問合先 面接相談（予約制） 電話相談 

南部保育園内 
地域子育て支援 
センター 

※いずれも、祝日・振替休日を除きます。 

東部保育園内 
地域子育て支援 
センター 

大地町小森５ 
☎ 
３８－３９１１ 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～３時 

毎週 
月～金曜日 
午前９時～ 
午後４時 

毎週 
月～金曜日 
午前１０時～ 
午後３時 

大市場町順喜１１ 
☎ 
３８－２３８７ 

  ●
多
重
債
務
者
相
談
 

  　
相
談
に
よ
る
家
族
、
個
人
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
毎
月
第
１
日
曜
日
、

午
後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
 

▼
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク

レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」
の
司
法
 

書
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
 

▼
主
な
相
談
内
容
　
ク
レ
ジ
ッ

ト
サ
ラ
金
問
題
解
決
、
借
入
に

頼
っ
た
生
活
の
見
直
し
、
借
入

金
の
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建

支
援
、
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、

悪
質
商
法
 

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
相
談
の
際
に
は
契
約

書
等
の
借
入
の
わ
か
る
書
類
を
 

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

※
相
談
は
無
料
で
す
。
 

▼
問
合
先
　
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た

の
会
（
☎
０
８
０
―
３
６
２
０

―
７
６
５
４
）
 

  ●
教
育
相
談
 

  　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
 

み
ご
と
を
持
つ
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指

導
教
室
お
お
く
す
相
談
室
 

▼
相
談
員
　
山
田
和
行
さ
ん

（
元
適
応
指
導
教
室
長
）
 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室

（
☎
３
８
―
０
３
０
０
）
 

  ●
入
学
前
就
学
相
談
 

  　
愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、

障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
入
学

前
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者
を
対

象
に
就
学
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
 

　
相
談
は
予
約
制
で
無
料
で
す
。

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密

厳
守
で
す
。
 

▼
と
き
　
８
月
２４
日
（木）
・
２５
日

（金）
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
 

▼
と
こ
ろ
　
一
宮
市
テ
ニ
ス
場

（
一
宮
市
今
伊
勢
町
馬
寄
字
西

流
９
―
１
☎
０
５
８
６
―
４
６

―
０
５
０
５
）
 

▼
相
談
内
容
 

★
障
害
に
つ
い
て
を
正
し
く
理

解
す
る
。
 

★
障
害
児
教
育
の
実
態
に
つ
い

て
よ
り
正
し
く
理
解
す
る
。
 

▼
申
込
期
限
　
６
月
３０
日
（金）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
学
校
教
育

課
庶
務
係
（
☎
３
８
―
５
８
１

８
）
 

  ●
子
育
て
相
談
 

  　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
乳
幼
児
の
子
育
て
に
関

す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
子
ど
も
の
遊
び
や
生
活
・
し

つ
け
な
ど
、
子
育
て
に
不
安
を

感
じ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
時

な
ど
、
い
つ
で
も
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
相
談
室
で
お
子
さ
ん
を
遊
ば

せ
な
が
ら
、
気
兼
ね
な
く
お
話

し
し
ま
し
ょ
う
。
 

や
ま 

だ 

か
ず
ゆ
き 

　広報いわくら５月１５日号１０ページに掲載した「市民バドミントン大会
参加者募集」の記事の中で、開催日に誤りがありました。謹んでお詫び申し
上げます。 
（正しい開催日）６月２５日（日） 

★お詫びと訂正★ 
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  ●
精
神
保
健
福
祉
普
及
講
演
会
 

  　
新
し
く
障
害
者
自
立
支
援
法

が
ス
タ
ー
ト
し
、
障
害
福
祉
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

今
、
精
紳
障
害
者
が
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
、

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
、
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

　
ま
た
当
日
午
後
１
時
３０
分
か

ら
「
し
ら
ゆ
り
大
会
」
が
行
わ

れ
ま
す
。
し
ら
ゆ
り
福
祉
会
の

活
動
に
関
心
の
あ
る
人
は
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

▼
テ
ー
マ
　
「
障
害
者
自
立
支

援
法
の
施
行
と
障
害
を
も
つ
人

た
ち
の
自
立
を
考
え
る
」
 

▼
講
師
　
谷
口
明
広
さ
ん
（
愛

知
淑
徳
大
学
福
祉
貢
献
学
科
教

授
）
 

▼
と
き
　
６
月
２０
日
(火)
午
後
２

時
３０
分
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
市
民
文
化
会

館
第
１
会
議
室
 

▼
対
象
者
　
精
紳
障
害
者
の
家

族
、
精
神
保
健
福
祉
に
関
心
の

あ
る
人
 

▼
定
員
　
５０
人
 

▼
受
講
料
　
無
料
 

▼
申
込
　
６
月
５
日
(月)
か
ら
先

着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健

所
地
域
保
健
課
（
☎
５
６
―
２

１
５
７
）
 

  ●
子
育
て
支
援
講
演
会
 

  　
い
つ
も
笑
顔
で
子
育
て
し
て

い
た
の
に
、
最
近
で
は
何
気
な

い
こ
と
で
つ
い
つ
い
子
ど
も
を

注
意
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

し
ま
う
…
と
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
。
 

　
子
ど
も
に
と
っ
て
大
好
き
な

父
親
・
母
親
で
い
ら
れ
る
に
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
て

子
育
て
し
て
い
け
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
。
 

　
親
子
の
絆
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
 

▼
と
き
　
６
月
１６
日
(金)
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
３
階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室
 

▼
テ
ー
マ
　
¬
子
育
て
の
中
の

親
子
の
絆
」
 

▼
講
師
　
町
田
清
治
さ
ん
（
学

校
法
人
岩
倉
学
園
理
事
長
・
岩

倉
幼
稚
園
園
長
）
 

▼
定
員
　
親
子
３５
組
 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切

り
ま
す
。
 

▼
申
込
受
付
　
６
月
２
日
(金)
よ

り
受
け
付
け
ま
す
。
 

※
平
日
は
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
の
間
で
お
願
い
し
ま
す
。
　

▼
申
込
・
問
合
先
　
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
南
部
保
育

園
内
☎
　
３
８
―
３
９
１
１
）
 

  ●
史
跡
公
園
月
釜
 

  　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
ご

家
族
で
お
茶
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、
次
の
と
お
り
お

茶
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
６
月
１８
日
(日)
午
前
１０

時
〜
正
午
（
雨
天
決
行
）
 

▼
と
こ
ろ
　
史
跡
公
園
鳥
居
建

民
家
（
大
地
町
野
合
５１
☎
３
８

―
６
１
０
１
）
 

▼
茶
券
　
１
席
３
０
０
円
（
お

抹
茶
と
お
菓
子
）
 

▼
席
主
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟

海
老
沢
社
中
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
文
化
協
会

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
☎
３

８
―
５
８
１
９
）
 

        ●
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
 

  　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て

い
る
人
は
、
郵
送
で
お
送
り
し

ま
す
今
年
度
の
「
児
童
手
当
現

況
届
」
を
６
月
３０
日
(金)
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
こ
の
現
況
届
は
、
手
当
が
引

き
続
き
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

を
審
査
す
る
た
め
に
、
受
給
者

の
所
得
や
児
童
の
監
護
・
養
育

の
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
く

大
切
な
届
け
で
す
。
必
ず
期
限

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
届
け
が
出
さ
れ
ま
せ
ん
と
、

６
月
以
降
の
手
当
は
支
給
さ
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
 

▼
持
ち
物
　
①
児
童
手
当
現
況

届
②
印
鑑
③
厚
生
年
金
加
入
の

人
は
受
給
者
（
保
護
者
）
の
保

険
証
の
コ
ピ
ー
④
平
成
１８
年
１

月
１
日
に
市
内
に
住
所
が
な
か

っ
た
人
は
、
平
成
１８
年
１
月
１

日
現
在
の
住
所
地
の
税
務
課
等

で
発
行
の
平
成
１８
年
度
児
童
手

当
用
所
得
証
明
書
 

▼
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
０
）
 

               

        ●
岩
倉
オ
ー
プ
ン
卓
球
 

　
選
手
権
大
会
参
加
者
 

  　
岩
倉
市
卓
球
協
会
で
は
、
次

の
と
お
り
岩
倉
オ
ー
プ
ン
卓
球

選
手
権
大
会
を
開
き
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
７
月
１６
日
(日)
午
前
９

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
 

▼
種
目
　
男
女
別
シ
ン
グ
ル
ス

戦
 

▼
試
合
方
法
　
予
選
リ
ー
グ
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
 

▼
参
加
資
格
　
社
会
人
 

▼
参
加
費
　
１
人
に
つ
き
１
千
円
 

▼
表
彰
　
賞
状
・
賞
品
（
男
女

シ
ン
グ
ル
ス
入
賞
選
手
）
参
加

者
全
員
に
参
加
賞
 

▼
申
込
方
法
　
６
月
１８
日
(日)
ま

で
に
参
加
費
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
 

▼
申
込
先
　
岩
倉
市
体
育
協
会

事
務
局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
）
 

▼
問
合
先
　
卓
球
協
会
長
谷
川

（
☎
３
７
―
６
２
０
５
）
 

募集  

た
に
ぐ
ち
あ
き
ひ
ろ
 

ま
ち 

だ 

せ
い 

じ 
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西
田
敏
之
・
彩
子
さ
ん
の
長
男
匠

杜
く
ん（
５
歳
）、
長
女
侑
玉
ち
ゃ
ん

（
２
歳
）。 

●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
い
つ
も
に
ぎ
や
か
で
「
笑
い
」
が

あ
ふ
れ
て
い
る
二
人
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
「
笑
い
」
を
忘
れ
ず

に
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
だ
さ
い

ね
。
 

　
元
気
よ
く
て
優
し
く
て
楽
し
い
♪

そ
し
て
み
ん
な
か
ら
愛
さ
れ
る
ス
テ

キ
な
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

侑
玉
ち
ゃ
ん
（右） 

う
　 

た 

匠
杜
く
ん
（左） 

た
く
　
と 

に
し
　
だ
　
と
し 

ゆ
き 

あ
や
　
こ 

楽
し
く
英
語
に
親
し
む
 

　
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
　
Ｋ
ｉ
ｄ
’ｓ
 

 

ふ
れ
あ
い
支
え
合
い

ふ
れ
あ
い
支
え
合
い

　
今
年
の
五
条
川
の
桜
も
、
温
か
い
陽
射

し
の
中
に
美
し
く
咲
き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
で
す
か
？
 

　
ハ
ロ
ー
キ
ッ
ズ
で
は
、
英
語
を
使
っ
た

リ
ズ
ム
体
操
や
ゲ
ー
ム
、
英
語
の
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
子
ど
も
に
と
っ
て
楽
し

く
、
元
気
に
英
語
に
慣
れ
親
し
め
る
よ
う
、

メ
ン
バ
ー
一
同
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
 

　
第
四
児
童
館
で
、
毎
月
（
第
１
・
第
４

火
曜
日
）
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
開
催
し
て

い
ま
す
。
 

　
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
メ
ン
バ
ー
一
同
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
南
部
保
育
園
内
☎
３
８
―
３
９
１
１
）

ま
で
。
 

ハ

ロ

ー

　

 

キ

ッ

ズ
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壮
汰
く
ん（
後
右
）
・

瑞
姫
ち
ゃ
ん（
後
左
）  

柚
姫
ち
ゃ
ん（
前
右
）・

蓮
姫
ち
ゃ
ん（
前
中
） 

鼓
姫
ち
ゃ
ん（
前
左
） 

そ
う 

た 
み
ず 

き 

ゆ
ず 

き 

は
ず 

き 

つ
づ 

き 

　
安
藤
雅
士
・
奈
々
さ
ん
の
長
男
壮

汰
く
ん（
１０
歳
）、
長
女
瑞
姫
ち
ゃ
ん

（
８
歳
）、
二
女
柚
姫
ち
ゃ
ん（
７
歳
）、

三
女
鼓
姫
ち
ゃ
ん（
５
歳
）、
四
女
蓮

姫
ち
ゃ
ん（
２
歳
）。 

●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
い
つ
も
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
 

　
君
た
ち
の
す
る
こ
と
す
べ
て
が
、

本
当
に
お
も
し
ろ
く
て
、
泣
い
た
り
、

笑
っ
た
り
、
毎
日
大
忙
し
！！
 

　
一
人
一
人
、
顔
も
性
格
も
違
う
け

ど
、
５
人
、
い
つ
ま
で
も
仲
良
し
で

い
て
ね
。
 

岩倉防災リーダーの会を
　　　　ご存知ですか？

あ
ん
ど
う
ま
さ  

し 

な
　  

な 

 愛知県が平成１４年度から開催の「あ

いち防災カレッジ」を修了した岩倉市の

あいち防災リーダー６人が、事務局を岩

倉市消防署に置いて「岩倉防災リーダー

の会」を結成しています。 

　市民の皆さんが、地震に対する正しい

知識と地震や災害から身を守るすべにつ

いて考え、地域ぐるみで防災意識を高め

ていただけるよう活動を進めています。 

　今年度もこの「知っておきたい防災知

識」の連載と、市内５小学校区で開催の

「地震防災講習会」などを担当しますの

でよろしくお願いします。 

●あいち防災リーダー　　森　千代子 
もり　　 　ち　  よ 　  こ  

▲私たちが「岩倉防災リーダーの会」のメンバーです 

（後列右から清水敬明・栗原勇吉・塚原輝久、前列右から小笠原三代

子・森千代子・宮田智子） 

し  みず ひろあき 

みや た さと こ 

くりはらゆうきち つかはらてるひさ お がさわら み  よ 

もり ち  よ  こ こ 
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県大会 
柔道男子団体…深石譲、高浪歩実、岩下嵩弘、村瀬卓也、
　　　　　　　渡邊覚、横井大二、水野稔元 
柔道女子団体…池戸美咲、藤本茉佑、川原理沙、小関冴佳 
柔道男子個人…深石譲、高浪歩実、岩下嵩弘、村瀬卓也、
　　　　　　　渡邊覚、横井大二、前田有輝、水野稔元 
柔道女子個人…池戸美咲、藤本茉佑、川原理沙、小関冴佳 
水泳男子個人（２００㍍個人メドレーほか）…橋口孝太 
水泳女子個人（１００㍍平泳ぎ　ほか）…水越朱音 
東海大会 
柔道男子団体…深石譲、高浪歩実、岩下嵩弘、村瀬卓也、
　　　　　　　渡邊覚、横井大二、前田有輝 
柔道男子個人…村瀬卓也、岩下嵩弘 
柔道女子団体…池戸美咲、藤本茉佑、川原理沙、小関冴佳 
柔道女子個人…池戸美咲、藤本茉佑 
全国大会 
柔道女子個人…池戸美咲 

　
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

を
、
今
年
は
６
月
４
日
（日）
に
開
講
し
ま
す
。
 

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
方
々
を
講
師
に

迎
え
、
文
化
を
学
ぶ
機
会
を
通
し
て
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
る
一
方
で
、
生
涯
学
習

の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
開
催
さ
れ
る
も

の
で
す
。
今
年
で
７
年
目
に
な
り
ま
す
。
 

  
開
講
式
（
体
育
館
）
９
時
 

カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
　
９
時
３０
分
 

・
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
（
第
二
図
書
）
 

・
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
（
３
の
１
）
 

・
や
さ
し
い
マ
ジ
ッ
ク
（
３
の
３
）
 

・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
（
３
の
４
）
 

・
料
理
（
調
理
室
）
 

・
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
（
視
聴
覚
室
）
 

・
岩
倉
市
名
所
探
検
（
市
内
各
所
）
 

・
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
（
金
工
室
）
 

・
逮
捕
術
・
護
身
術
（
武
道
館
）
 

・
伊
勢
型
紙
（
多
目
的
室
）
 

・
生
け
花
（
多
目
的
室
）
 

※
そ
の
他
　
計
２５
講
座
 

閉
講
式
（
各
活
動
場
所
）
１１
時
３０
分
 

 　
南
中
一
同
、
で
き
る
限
り
多
く
の
皆
さ
ん
の

来
校
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

　
昨
年
、
柔
道
部
が
ア
ベ
ッ
ク
で
県
大
会
入
賞

を
果
た
し
、
愛
知
県
代
表
と
し
て
東
海
大
会
に

出
場
し
活
躍
し
ま
し
た
。
 

南
中
カ
ル
チ
ャ
ー
講
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広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 
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　岩倉で生まれた山内一豊公の出世物語「功名が辻」
が現在ＮＨＫ大河ドラマで放映されています。 
　これにちなみ、５月９日から２１日、総合体育文化
センターで市制３５周年記念「功名が辻」展が開かれ、
ドラマで実際に使用された衣装や小道具、台本などが
展示されました。 
　会場を訪れた子どもたちは、精巧に作られた兜や槍
を興味津々で見ていました。 

　４月２９日のみどりの日、史跡公園で市民茶会が開
かれ、家族連れなど２３１人の皆さんが訪れ、お茶会
を楽しみました。 
　この日は、市指定文化財の鳥居建民家で茶華道連盟
による抹茶の接待のほか、陶芸を楽しむ会による陶芸
作品展などが行われました。 
　新緑が鮮やかな園内には、邦楽アンサンブル箏音に
よる琴やしのぶえの会による篠笛の演奏が流れ、訪れ
た皆さんは抹茶を味わい、心休まる時間を過ごしまし
た。 

新緑の中でお茶を楽しむ 
～市民茶会～ 

　５月１１日、五条川小学校で、セントラル愛知交響
楽団による小学校音楽鑑賞会が開かれました。 
　トリノ五輪フィギアスケート金メダリストの荒川静
香さんが、競技に使用した曲「トゥーランドット」な
どが演奏されたほか、全児童がオーケストラの演奏で
「散歩」を熱唱。 
　オーケストラに負けないくらいの元気な声が、体育
館に響き渡っていました。 

オーケストラで大合唱 
～小学校音楽鑑賞会～ 

精巧に作られた衣装に興味津々 
～市制３５周年記念「功名が辻」展～ 

こと　ね 



NHK大河ドラマ 
「功名が辻」放映中！ 

 

古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

ちき
ゅうにやさしい

岩倉市は、　日本環境協
会の承認を得て、エコマ
ークをシンボルマークと
して使用しています。 

（財） 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48,519人（＋110人） 
            男性／24,214人（＋66人） 
            女性／24,305人（＋44人） 
          世帯数／19,870世帯（＋111世帯） 
                （5月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
健康チェックの日、母子健康手帳交付は毎週木曜日 
です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　q0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　q66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　q38-3119
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★離乳食教室　★１歳６か月児健康診査 
分別収集／八剱町･井上町･神野町･石仏町 
古紙と古着の日／中本町･東町･中野町･鈴井町 

★ポリオ　はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集／東新町（岩倉団地） 

★ポリオ　★母親教室第２回 

★ポリオ　はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集／曽野町･稲荷町･大山寺町･大山寺元町･大山寺本町･五条町･大市場町 
古紙と古着の日／下本町･昭和町･旭町･栄町二丁目･新柳町 

野菜の広場／岩倉駅地下道 

　休日急病診療（有馬良成　有馬医院） 
★フッ素塗布・歯科健診 

★乳幼児健康相談　★母親教室第１回 

★BCG 
野菜の広場／岩倉駅地下道 

★ポリオ 

★３歳児健康診査 
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日／泉町･西市町･本町･宮前町･栄町一丁目 

　休日急病診療（柵木隆志　ませきクリニック） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

★ポリオ 
野菜の広場／岩倉駅地下道 

健康相談（ふれあいセンター） 

古紙と古着の日／東新町（岩倉団地） 
野菜の広場／岩倉駅地下道 
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第 4 回  
山内一豊・千代 紀行山内一豊・千代 紀行

［ 松倉城（各務原市川島町） ］ 
　美濃雑事記には「松倉城は濃州葉栗郡河中島小網村にあり、

坪内美濃守の古城跡なり、今は森の中に小祠一社あり」と記さ

れている。 

　木曽川は濃尾の重要な接点で、東西の合戦場で争奪戦も多く、

関ヶ原合戦の前哨戦では渡河作戦の場ともなっている。 

　木下藤吉郎、蜂須賀小六らも松倉城と深く関わりがあり、川

並衆と共に戦国乱世の流れの中を巧みに渡ってきた。 

　岩倉城を去った一豊一家は苅安賀に逃れ、縁者を頼って松倉

城主の坪内利定のもとに身を隠す。しかし、利定が信長軍に加

勢することになったため、一豊は身の危険と坪内家への影響を

恐れ短期で松倉を離れ、西美濃へと流浪を続ける。厳しい自然

に育まれ、木曽川と共に生きてきた川島松倉郷。濃尾の国境い

には緊張感がみなぎる中、一豊一家はどんな思いで隠れ住み去

っていったのだろう。遠く岐阜城を眺め、水鳥が遊ぶ河畔で永

禄の昔を憶ってみた。 

　　　　　　　　　岩倉市文化財保護委員会委員長　中山春義 

 

　　　　　　　　　　　　　　（参考文献：戦国時代と川島） 
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「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 


